
 

様式第２号の１－①【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の１

－②を用いること。 
 

学校名 大阪成蹊短期大学 
設置者名 学校法人 大阪成蹊学園 

 

 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

学部名 学科名 

夜間･

通信

制の

場合 

実務経験のある 

教員等による 

授業科目の単位数 

省令

で定

める

基準

単位

数 

配

置

困

難 
全学

共通

科目 

学部

等 

共通

科目 

専

門

科

目 

合

計 

 

生活デザイン学科 
夜 ・

通信 

13  

90 103 7  

調理・製菓学科 
夜 ・

通信 
75 88 7  

栄養学科 
夜 ・

通信 
35 48 7  

幼児教育学科 
夜 ・

通信 
76 89 7  

観光学科 
夜 ・

通信 
24 37 7  

グローバル 

コミュニケーション学科 

夜 ・

通信 
5 18 7  

経営会計学科 
夜 ・

通信 
54 67 7  

（備考）上記の他に「教職課程に係る科目」6単位、「司書課程に係る科目」23単位

は、実務経験のある教員による授業科目。同一の授業科目を複数のクラスで実施し、

いずれかのクラスでは実務経験を有する教員等でない者のみが担当する場合は本表

に計上していない。グローバルコミュニケーション学科、経営会計学科については令

和 7年度より新規学生募集を停止。 

 

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 
大阪成蹊短期大学ホームページ「シラバス」内で公表。 

https://tandai.osaka-seikei.jp/department/syllabus/ 

 

 

３．要件を満たすことが困難である学部等 

学部等名 

（困難である理由） 

  



 

様式第２号の２－①【⑵-①学外者である理事の複数配置】 
 
※ 国立大学法人・独立行政法人国立高等専門学校機構・公立大学法人・学校法人・準学校

法人は、この様式を用いること。これら以外の設置者は、様式第２号の２－②を用いる

こと。 
 

学校名 大阪成蹊短期大学 
設置者名 学校法人大阪成蹊学園 

 

 

１．理事（役員）名簿の公表方法 
大阪成蹊学園ホームページ上の「情報公開」「寄付行為等」「役員関連」内で公表。 

https://osaka-seikei.jp/disclosure/kifu/index.php 

 

 

２．学外者である理事の一覧表 

常勤・非常勤の別 前職又は現職 任期 
担当する職務内容 

や期待する役割 

常勤 
大学 

副学長 

R5.8.1 ～ 

R9 年度定時

評議員会の

終結の時 

学園経営 

常勤 

保険代理店・不動産取

扱業 

取締役社長 

R3.6.18 ～

R7.6.26 
人事 

常勤 
銀行 

常務執行役員 

R3.4.24 ～

R7.6.26 
財務企画・IR 

非常勤 弁護士 
R4.4.1 ～

R8.3.31 
法務 

非常勤 税理士 
R4.4.1 ～

R8.3.31 
財務 

（備考） 

 

 

 

 

 



 

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 

学校名 大阪成蹊短期大学 

設置者名 学校法人 大阪成蹊学園 

 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法

や基準その他の事項を記載した授業計画書(シラバス)を作成し、公表し

ていること。 
（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

中央教育審議会の答申や政策的な提言を含めて、本学のディプロマ・ポリシーとの

関連性も踏まえつつ、学生にとって分かりやすいシラバスの作成に努め、授業の質や

教育成果について、常に検証を行っている。 
令和元（2019）年度には、シラバス作成にあたっての留意点や作成例を充実させ、

定期試験の扱いに関する注意を新たに徹底した。令和 2（2020）年度には、90分授業

から 100分授業へと移行し、すべてのシラバスに対し、授業計画を改めて見直した。

また、チェック機能を更に強化するため、シラバス作成の手引き最終ページにセルフ

チェックリストを追加した。令和 3（2021）年度には、個別シラバスに関する優秀学

生の意見を聴取し、学生にとって分かりやすいシラバスの特徴をまとめ FD 研修会で

説明した。また、シラバスチェックの工程を見直し、スプレッドシート上にシラバス

を貼り付け、点検作業の効率を高めた。令和 4（2022）年度には、学生のシラバス利

用促進のために継続的な調査を行うこととし、シラバス利用実態を経年調査する態勢

を整えた。また、FD 研修会では、学生からの意見聴取結果を示し、各教員へシラバス

利用促進の方策を提示した。それから「シラバス作成の手引き」における不明瞭な点

を改定し、新入生に向けてはシラバス説明資料を作成し、各学科オリエンテーション

にて説明してもらうこととした。令和 5年(2023)度には、学生生活調査を行い学生の

シラバス利用に関するデータを取得し各学科教員が分析を行った。また、「シラバス作

成の手引き」の冊子の決定版を発行し次年度以降の運用に向け、PDF をホームページ

上に置きペーパーレス化を図った。令和 6年(2024)度には、学生生活調査と授業評価

アンケートの結果からシラバス関連データを抽出するとともに、授業内でのシラバス

活用事例を収集した。FD研修会にて収集したデータや活用の優良事例について報告す

るだけではなく、教員の更なるシラバスの活用を促すため、ガイダンスにおいてシラ

バスの説明をするよう依頼を行った。また学生に配付するオリエンテーションの資料

にシラバスの活用に関する項目を追加し、全学科にて周知を行った。 

 
学生と担当教員の間で、当該科目における学修イメージを事前に共有することの出

来る分かりやすいシラバスを作成している。記載項目の充実や各教員の記載方法の工

夫を図るとともに、科目区分ごとのシラバスチェック体制を充実させ、複数の教員の

視点を踏まえて作成することにより、シラバスの質向上を図っている。 
 

＜シラバスの作成・公表時期＞ 

（1）作成時期 12月～2月 

（2）公表時期 3月 

 

 



 

＜シラバスの作成過程＞ 

（1）授業担当教員はブラウザ上から学生ポータルシステムに教員アカウントでログ

インし、シラバス入力を行う。（～1月末） 

（2）シラバスチェック者へ IDとパスワードを配付し、ブラウザ上で確認を行う。チ

ェックリストに基づき 1次チェックを実施する。（2月～） 

（3）授業担当教員は 1次チェック結果を受け、修正を行う。（～2月下旬） 

（4）2次チェック担当教員がブラウザ上で 2次チェックを実施する。（～2月末） 

 

＜シラバス記載項目＞ 

①授業概要 ②実務経験のある教員による授業科目 ③養うべき力と到達目標 

④学外連携学修 ⑤授業方法（アクティブラーニングを促す方法について） 

⑥課題や取組に対する評価・振り返り ⑦成績評価（評価方法・割合・基準等）  

⑧使用教科書 ⑨参考文献等 ⑩履修上の注意・備考・メッセージ 

⑪オフィスアワー・授業外での質問の方法 

⑫授業計画（タイトル・授業内容・授業外学修課題・目安の時間） 

⑬アクティブラーニング推進計画 

授業計画書の公表方法 

大阪成蹊短期大学ホームページ「シラバス」内で公表。 

https://tandai.osaka-seikei.jp/department/syllabus/ 

学生は学生ポータルシステムでも閲覧可。 

https://portal.osaka-seikei.ac.jp/web_tan/ 

２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、

学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定して

いること。 
（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

各教員は担当授業の学修到達度を査定する際には、シラバスに記載の「成績評価方

法」「割合」「評価の基準等」に基づいて評価を行う。また、特にレポート、作品・ポ

ートフォリオ、プレゼンテーション、卒業論文などによる質的評価を行う科目では、

適宜ルーブリックを開発・活用している。また、成績評価ガイドラインを定め、成績

評価にあたっての考え方や、各評語に関する共通理解を図り、公正で客観的な成績評

価に努めている。 

３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するとと

もに、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 
（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

本学では、学生の学修成果の獲得状況を客観的に数値化して比較するために GPA制

度を導入し、学生の学修状況の把握・分析、学修・履修指導への活用、成績優秀者へ

の表彰等に活用している。学生に対しては、履修オリエンテーションにおいて、GPA制

度の目的や GPAの算出方法、活用方法等を周知している。また、期末毎に配付される

成績表に単位修得数とともに GPAを表記して、フィードバックしている。 

成績の分布状況の把握にあたっては、半期ごとに、全授業の成績評価分布のデータ

を分析して、成績評価の現状と課題を検証している。検証結果をもとに、成績評価に

著しい偏りの見られる教員への改善指導や、ルーブリックの活用の推進を図り、公正

で客観的な成績評価の実施に努めている。 

 



 

 成績の評語、点数及びグレードポイント（GP）は次表のとおり定めている。 

区分 成績の評語 点数 GP 

合格 

秀 100点～90点 4 

優 89点～80点 3 

良 79点～70点 2 

可 69点～60点 1 

不合格 
不可 59点以下 

0 
評価を行わない 「－」 

 

GPAは次の式により計算し、小数点以下第二位の値を四捨五入する。 

GPA=  （当該科目の単位数×該当学期の履修科目の GP）の総和  

          当該学期の履修科目の総単位数 

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 

大阪成蹊短期大学ホームページ内で GPA 制度に関する規程

を記載した「履修の手引き(PDF)」を公表。 

https://tandai.osaka-

seikei.jp/students/pdf/guide_tandai.pdf 

 

なお、「履修の手引き(冊子)」は入学時に全入学生に配付し

ている。 

４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施して

いること。 
（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

短期大学全体の卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）を下記のとお

り定め、本学の建学の精神「桃李不言下自成蹊」を体現する「人間力」のある人材と

して、卒業の認定に際して「何ができるようになっているか」を明確に示している。

また、短期大学全体の卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）に掲げる

育成する人材像と構成要件を備えた、学科別の卒業認定・学位授与の方針（ディプロ

マ・ポリシー）を策定している。 

各授業のシラバスで示す「養うべき力と到達目標」では、卒業認定・学位授与の方

針（ディプロマ・ポリシー）に掲げる各要素と対応しており、到達目標の達成度を、

同じくシラバスに明示する成績評価方法、割合、基準等に基づいて、適切に評価して

単位を認定している。 

卒業要件となる単位数は、学則第 32条において共通科目 12単位以上、学科科目（自

由科目 6 単位を含む）50 単位以上合計 62 単位以上を修得しなければならないと定め

ている。 

2 年生後期の成績評価終了後、速やかに卒業判定教授会を開催し、各学生の単位の

修得状況が卒業要件を満たしているかにつき確認し、卒業判定を行っている。 

 

＜学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）＞ 

概要 

２年間の学修をとおして、卒業要件単位を取得し、以下に示す「確かな専門性」、「社

会で実践する力」、「協働できる素養」、「忠恕の心」を身につけた学生に対し、社会で

活躍できる「人間力」を備えたものと認め、短期大学士の学位を授与します。短期大

学士には、専門性の高い職業で活躍するための専門分野の確かな知識や技能、実践力

が求められます。また、知識や技能だけでなく、社会人、専門職業人として活躍する

ための、自ら課題を発見し解決していこうとする姿勢や、様々な人と協力して物事に



 

取り組むことのできる素養を必要とします。 

確かな専門性 

１．確かな専門性を磨くための幅広い教養やスキルを身につけている。 

２．各専門領域における確かな知識・技能、職業理解を身につけている。 

３．各専門領域における知識・技能を実践の中で発揮することができる。 

社会で実践する力 

４．専門性を活かし、課題を明らかにすることができる。（課題発見） 

５．豊かな発想力によって、課題の解決に向けた計画を立てることができる。 

（企画・立案） 

６．主体性を持ち、積極的に行動することができる。（行動・実践） 

７．困難な課題にも挑み、解決に向け行動することができる。（完遂） 

協働できる素養 

８．他者との関係のなかで、学びあうためのコミュニケーション能力を有している。 

９．目的の遂行に向けて他者と協力し、取り組むことができる。 

忠恕の心 

１０．他者の意見や考え方を理解するように努め、思いやりの心を持って行動するこ

とができる。 

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 

大阪成蹊短期大学ホームページ「教育研究上の目的と 3 つ

のポリシー」及び各「学科紹介」内で、卒業認定・学位授与

の方針（ディプロマ・ポリシー）を公表。 

 

短期大学全体： 

https://tandai.osaka-seikei.jp/introduction/policy/ 

生活デザイン学科： 

https://tandai.osaka-

seikei.jp/department/design/policy/ 

調理・製菓学科： 

https://tandai.osaka-

seikei.jp/department/cooking/policy/ 

栄養学科： 

https://tandai.osaka-

seikei.jp/department/nutrition/policy/ 

幼児教育学科： 

https://tandai.osaka-

seikei.jp/department/infant/policy/ 

観光学科： 

https://tandai.osaka-

seikei.jp/department/tourism/policy/ 

グローバルコミュニケーション学科： 

https://tandai.osaka-

seikei.jp/department/global/policy/ 

経営会計学科： 

https://tandai.osaka-

seikei.jp/department/business/policy/ 

 



 

 

また、卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）

は入学時に全入学生に配付する「履修の手引き(冊子)」に

も記載されている。 

PDF版は大阪成蹊短期大学ホームページ内で公表。 

https://tandai.osaka-

seikei.jp/students/pdf/guide_tandai.pdf 

 

学則は全学生に配付される「CAMPUS GUIDE BOOK」に記載さ

れている。 

 



 

様式第２号の４－①【⑷財務・経営情報の公表(大学・短期大学・高等専門学校)】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の４

－②を用いること。 
学校名 大阪成蹊短期大学 

設置者名 学校法人大阪成蹊学園 

 

 

１．財務諸表等 
財務諸表等 公表方法 

貸借対照表 
学園ホームページ上の「情報公開」内で公表 

https://osaka-seikei.jp/disclosure/ 

収支計算書又は損益計算書 
学園ホームページ上の「情報公開」内で公表 

https://osaka-seikei.jp/disclosure/ 

財産目録 
学園ホームページ上の「情報公開」内で公表 

https://osaka-seikei.jp/disclosure/ 

事業報告書 
学園ホームページ上の「情報公開」内で公表 

https://osaka-seikei.jp/disclosure/ 

監事による監査報告（書） 
学園ホームページ上の「情報公開」内で公表 

https://osaka-seikei.jp/disclosure/ 
 

 

２．事業計画（任意記載事項） 
単年度計画（名称：令和 7 年度 事業計画    対象年度：令和 7 年度） 

公表方法：https://osaka-seikei.jp/disclosure/ 

中長期計画（名称：令和 7 年度 長期経営計画  対象年度：令和 7 年度～令和 16 年度） 

公表方法：https://osaka-seikei.jp/disclosure/ 

 

 

３．教育活動に係る情報 

（１）自己点検・評価の結果 
公表方法：大阪成蹊短期大学ホームページ上の「情報公開」内で公表。 

https://tandai.osaka-seikei.jp/disclosure/ 

 

 

（２）認証評価の結果（任意記載事項） 
公表方法：大阪成蹊短期大学ホームページ上の「情報公開」内で公表。 

https://tandai.osaka-seikei.jp/disclosure/ 

 

  



 

（３）学校教育法施行規則第 172条の２第 1項に掲げる情報の概要 

 

①教育研究上の目的、卒業又は修了の認定に関する方針、教育課程の編成及び実

施に関する方針、入学者の受入れに関する方針の概要 

 
学部等名 生活デザイン学科 

教育研究上の目的（公表方法：教育研究上の目的（公表方法：履修の手引き等の刊行物

の配布及び大阪成蹊短期大学ホームページ等） 

https://tandai.osaka-seikei.jp/department/design/policy/ 

（概要） 

大阪成蹊学園の建学の精神「桃李不言下自成蹊」および行動指針「忠恕」に基づき、本学

科は、生活全般に対する理解を深めながら、被服・デザインの領域において快適な生活を

創造できる「デザイン力」と「人間力」を備えた人材を育成することを教育目的としてい

ます。 

卒業又は修了の認定に関する方針（公表方法：履修の手引き等の刊行物の配布及び大

阪成蹊短期大学ホームページ等） 

https://tandai.osaka-seikei.jp/department/design/policy/ 

（概要） 

2 年間の学修をとおして、卒業要件単位を取得し、以下に示す「確かな専門性」、「社会で

実践する力」、「協働できる素養」、「忠恕の心」を身につけた学生に対し、社会で活躍で

きる「人間力」を備えたものとして短期大学士の学位を授与します。特に短期大学士には、

専門性の高い職業で活躍するための専門分野の確かな知識や技能、実践力が求められます。

また、知識や技能だけでなく、社会人、専門職業人として活躍するための、自ら課題を発

見し、解決していこうとする姿勢や、様々な人と協力して物事に取り組むことのできる素

養を必要とします。 

 

確かな専門性 

１．日常の被服・デザインについての基本的な考え方を身につけている。 

２．和洋の衣服制作又はイラスト・アニメ等の表現デザインの基本的な知識・技能を身に

つけている。 

３．ファッションやデザインに関するビジネスの基本的な知識を身につけている。 

 

また、各コースで身につける知識と技能は以下のとおりです。 

・アパレル・ファッションコース 

アパレル・ファッション分野の根幹である衣服制作およびデザインの専門的素養を身につ

けると共に、ファッション業界の全般的な概略を幅広く学び、将来の目的に応じて制作や

デザインの専門技術を修得することにより、トータルファッションを理解する。 

・イラスト・アニメ・デザインコース 

描き方を修得するために、アナログとデジタルの両方の手段において、デザインができる

技術を身に付け、デザインに必要な「わかりやすく伝える力」を学ぶ。そして、日常生活

において身の回りにあるさまざまなものをデザインできるようになる。 

 

社会で実践する力 

４．アパレル・ファッション業界およびデザイン業界のなかで、自己が就く職の中から業

界の課題を発見し、解決と業界発展に向けて取り組むことができる。 

５．アパレル・ファッションコースにおいては専門技術のスキルアップとファッションビ

ジネスに対して常に興味と向上心を持つことができる。イラスト・アニメ・デザインコー

スにおいては専門技術のスキルアップと、クリエイティブな発想を継続して追い求めるこ



 

とができる。何れのコースにおいても継続して自己研鑽を図ることができる。 

 

協働できる素養 

６．アパレル・ファッション業界やデザイン業界の中に存在する各分野において、それぞ

れの分野の相互理解の上に業界が成り立っていることを理解し、他者と協働して取り組む

ことができる。 

７．自身の置かれた立場と相手の立場を理解して互いに尊重することができる。 

 

忠恕の心 

８．他者の意見や考え方を理解するように努め、思いやりの心を持って行動することがで

きる。 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法：履修の手引き等の刊行物の配布及

び大阪成蹊短期大学ホームページ等） 

http://tandai.osaka-seikei.jp/department/design/policy/ 

（概要） 

教育目的に掲げる「人間力」を備えた人材を育成するために、系統的な教育課程を編成し

ています。本学科では、学びの専門性をより深められるよう、アパレル・ファッションコ

ース、イラスト・アニメ・デザインコースの 2 コースを設定しています。本学卒業生には

専門性の高い職業で活躍する力が求められますので、実践力を高められるように様々な実

習や演習科目を展開しています。また、授業の形式を問わず全ての科目でアクティブラー

ニング授業を展開し、教育効果を最大限に高められるようにしています。学修成果と評価

については、授業科目ごとにシラバスに、養うべき力、到達目標、成績評価の観点と方法、

尺度を明記し、学修成果を客観的に測り、評価できるようにしています。 

 

教育課程の編成 

本学の教育課程は、「共通科目」、「学科科目」の 2つの科目群で構成されています。 

「共通科目」では、2年間の学びの基礎となる初年次教育を行う科目、語学力を身につける

科目、幅広い教養を身につける科目、キャリア教育を行う科目など、専門的な学びを支え、

「人間力」の基礎を身につけられる科目から編成しています。 

「学科科目」では、デザイン理解の基礎などコースの別なく知識・技能を修得する必修科

目のほか、アパレル・ファッションコースでは、制作力やビジネススキルを中心としてフ

ァッション周辺領域をも含めて、幅広くファッションを学ぶための科目があります。イラ

スト・アニメ・デザインコースでは、デザインの基礎を幅広く学ぶための科目を初年次に

配置し、その確かなデザイン技術を活かした、キャラクターデザインやそのコスチューム

制作等を幅広く学ぶための科目があります。 

また、コースの別なく「理論と実践の融合」と「体験による職業意識の向上と定着」を重

視しており、実習や演習をとおして、各専門分野における専門知識・技能を磨き、実践力

を高められるように配当年次や授業科目を設定しています。 

本学科は衣料管理士養成校の認定を受けているので、上記の必修科目および選択科目の中

から必要な科目の単位取得に加え、衣料管理士課程の単位を取得することで、2 級衣料管

理士の資格を取得できます。司書資格は、必修科目と選択科目とは別に、同免許取得に必

要な特定の単位を取得することで取得できます。そのほか、様々な資格取得や検定合格に

も積極的に挑戦できるような教育課程とサポート体制を整えています。 

 

教育方法の特色 

本学の授業は「講義」、「演習」、「実習」、「実験」から構成されており、全ての授業に

おいて「アクティブラーニング」を推進しています。「講義」では、教員の一方向的な授

業ではなく、教員と学生、学生同士の双方向のやり取りを重視した授業を展開し、基礎と

なる知識や考え方を身につけられるようにしています。「演習」は、コンピュータを用い

たデザイン実践で、デザインに必要な基本ソフトの取扱いを修得します。「実習」では、

講義で学んだことの実践を図り、実践を通して専門内容の修得を図ります。「実験」は衣



 

料品の取扱いについて、科学的に検証するための実験を行い、主として衣料管理士資格取

得のための必須科目として JIS規格に基づいた専門知識・技能を修得します。このように、

学びの目的に応じて適切な授業形式とすることで、学修効果を高めています。また、グル

ープやペアで協力しながら課題に取り組む授業や、学外に出て、社会の人々との関わりの

中で学びを深めていく授業、学びの専門性と密接に関連する職業現場で実践力を高めてい

く授業などを展開しています。学修の成果を振り返りながら、成長を実感したり、課題を

明らかにしたりできる授業も展開しています。いずれの授業においても、一人ひとりの学

修状況を丁寧に把握しながら、きめ細かな指導を行っています。 

 

学修成果と評価 

学修成果の評価は、本学の「人間力」教育の目的に沿って、「人間力」を構成する個別の

能力や知識・技能を身につけることができたかを測ることで行います。具体的には、授業

科目ごとにシラバスにおいて養うべき力、到達目標、成績評価の方法と割合、基準等を明

記し、客観的に学修成果を測り、評価できるようにしています。筆記試験のほか、論文・

レポート、作品、実技、口述等、各科目の特性に応じた評価方法を用いて、多角的に学修

成果を測り、評価します。 

また、2 回生の最後には、卒業制作展に向けて、企画・設計から制作、展示に至る業界全体

の一連の流れのなかで 2 年間の学びを振り返るとともに、2 年間の学びの集大成として、

学修成果を発揮することのできる科目を設けています。 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：履修の手引き等の刊行物の配布及び大阪成

蹊短期大学ホームページ等） 

http://tandai.osaka-seikei.jp/department/design/policy/） 

（概要） 

教育目的 

本学科では、生活全般に対する理解を深めながら、衣の領域において快適な衣生活を創造

し、アパレル・ファッション業界やデザイン業界で活躍できる「人間力」を備えた人材を

育成することを教育目的としています。 

 

入学者に求めるもの 

本学科では、入学後の教育を踏まえ、以下のような人の入学を求めています。 

１．関心・意欲 

（１）大阪成蹊短期大学の建学の精神とそれに基づく教育目的を理解し、「人間力」を備

えた人に成長しようという意欲を持っている。 

（２）衣服やデザインに関心を持ち、常に挑戦しながらスキルアップをめざそうという意

欲を持っている。 

２．知識・技能 

（３）高等学校で履修する教科について、内容を理解し、基本的な知識を身につけている。 

（４）特定の興味分野に縛られず、衣服やデザインに関わる経験に基づいた知識や技能を

身につけている。 

３．思考・判断・表現 

（５）他者の意図を適切に理解し、自分の考えを表現することができる。 

（６）多様なアパレル・ファッションやデザインについて、自分なりの考えを持つことが

できる。 

４．主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度 

（７）多様な人々とも協働しながら、主体的に学びを深めていこうという態度を身につけ

ている。 

 

学部等名 調理・製菓学科 

教育研究上の目的（公表方法：履修の手引き等の刊行物の配布及び大阪成蹊短期大学

ホームページ等） 

https://tandai.osaka-seikei.jp/department/cooking/policy/ 



 

（概要） 

大阪成蹊学園の建学の精神「桃李不言下自成蹊」および行動指針「忠恕」に基づき、本学

科は、食の専門領域において理解を深めながら豊かな食生活を探求し、フードサービス業

界で活躍できる「人間力」を備えた人材を育成することを教育目的としています。 

卒業又は修了の認定に関する方針（公表方法：履修の手引き等の刊行物の配布及び大

阪成蹊短期大学ホームページ等） 

https://tandai.osaka-seikei.jp/department/cooking/policy/ 

（概要） 

2 年間の学修をとおして、卒業要件単位を取得し、以下に示す「確かな専門性」、「社会で

実践する力」、「協働できる素養」、「忠恕の心」を身につけた学生に対し、社会で活躍で

きる「人間力」を備えたものとして短期大学士の学位を授与します。特に短期大学士には、

専門性の高い職業で活躍するための専門分野の確かな知識や技能、実践力が求められます。

また、知識や技能だけでなく、社会人、専門職業人として活躍するために自ら課題を発見

し、解決していこうとする姿勢や、様々な人と協力して物事に取り組むことのできる素養

を必要とします。 

 

確かな専門性 

１．各コース（調理、製菓、フードコーディネート）の専門領域における基礎知識、専門

知識が身についている。 

２．各コース（調理、製菓、フードコーディネート）の専門領域における基礎技術・技能

を身につけ、実践し活用することができる。 

 

また、各コースで身に付ける知識と技能は以下のとおりです。 

・調理コース 

調理師に必要となる料理、菓子に関連する衛生、食品、栄養、理論などを幅広く学び、日

本料理・西洋料理・中国料理や菓子を作る専門技術と融合させることで、適切かつ発展的

な作業を行うことができる。 

・製菓コース 

パティシエに必要となる菓子に関連する衛生、食品、栄養、理論などを幅広く学び、和菓

子、洋菓子、パンを作る専門技術と融合させることで、適切かつ発展的な作業を行うこと

ができる。 

・フードコーディネートコース 

フードコーディネーターに必要となる食全般の衛生、食品、栄養、理論、ホスピタリティ

などを幅広く学び、調理技術や製菓技術及びメニュー開発、接客サービス、食空間の演出

などの技能と融合させることで、適切かつ発展的な作業を行うことができる。 

 

社会で実践する力 

３．段階に応じて様々な課題に対応し、積極的に行動することで問題を解決していくこと

ができる。 

４．技術の修得に向けて反復練習を継続的に行うことができる。 

 

協働できる素養 

５．地域社会や職場で協力して仕事をするためのコミュニケーション能力と協調性が身に

ついている。 

６．チームで働く環境において、自ら考えて行動する姿勢が身についている。 

７．他人の意見を受け止め、尊重することができる。 

 

忠恕の心 

８．他者の意見や考え方を理解するように努め、思いやりの心を持って行動することがで

きる。 



 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法：履修の手引き等の刊行物の配布及

び大阪成蹊短期大学ホームページ等） 

https://tandai.osaka-seikei.jp/department/cooking/policy/ 

（概要） 

教育目的に掲げる「人間力」を備えた人材を育成するために、系統的な教育課程を編成し

ています。本学科では、学びの専門性をより深められるよう、調理コース、製菓コース、

フードコーディネートコースの 3 コースを設定しています。本学卒業生には専門性の高い

職業で活躍する力が求められますので、実践力を高められるように様々な実習や演習科目

を段階的に展開しています。また、授業の形式を問わず全ての科目で「アクティブラーニ

ング」を展開し、教育効果を最大限に高められるようにしています。学修成果と評価につ

いては、授業科目ごとのシラバスに、養うべき力、到達目標、成績評価の観点と方法、尺

度を明記し、学修成果を客観的に測り、評価できるようにしています。さらに、学修成果

の発表の機会として「卒業作品展」を行い、地域社会に公開しています。 

 

教育課程の編成 

本学の教育課程は、「共通科目」、「学科科目」の 2つの科目群で構成されています。 

「共通科目」では、2年間の学びの基礎となる初年次教育を行う科目、語学力を身につける

科目、幅広い教養を身につける科目、キャリア教育を行う科目など、専門的な学びを支え、

「人間力」の基礎を身につけられる科目から編成しています。 

「学科科目」では、コースの専門性に応じて、講義や演習、実習をバランスよく配置し、

系統的な教育課程の編成を行っています。調理師、パティシエ、フードコーディネーター

と、めざす進路にあわせてコースを選択し、確かな専門性を身につけられるよう教育課程

を編成しています。また、「理論と実践の融合」と「体験による職業意識の向上と定着」

を重視しており、実習や演習をとおして、技能を磨き、実践力を高められるように配当年

次や授業科目を設定しています。学外での調理・製菓実習やレストランサービス実習など、

職業現場で実践力を高め、職業理解を深める授業も充実しています。2 回生後期には学び

の集大成として卒業作品展を実施します。コースの専門性に沿った作品の構成を考案し、

2 年間の学びを振り返るとともに、学修成果を発揮することのできる機会を設けています。

そのほか、様々な資格取得や検定合格をめざす教育プログラムを設定することで、興味や

関心、進路に応じて学生の成長をサポートできるようにしています。 

 

教育方法の特色 

本学の授業は「講義」、「演習」、「実験・実習」から構成されており、全ての授業におい

て「アクティブラーニング」を展開しています。「講義」では、教員のみが言葉を発する

一方向的な授業とならないよう、双方向授業を実施しています。学生が自分の考えを話す

機会、学生同士で意見を交換する機会等を十分に確保し、主体的な学修が行えるような授

業を行っています。「演習」「実験・実習」では、作業をグループや個人に分けて行い、実

現場での仕事を疑似的に体験することで、協働する力や実践力を養います。また、学外に

出て、社会の人々との関わりの中で学びを深めていく授業、学びの専門性と密接に関連す

る職業現場で実践力を高めていく授業などを展開しています。また、学内コンテストや作

品展示会なども充実しており、自分の力を確かめる機会を設けています。学修の成果を振

り返りながら、成長を実感したり、課題を明らかにしたりできる授業も展開しています。

いずれの授業においても、一人ひとりの学修状況を丁寧に把握しながら、きめ細かな指導

を行っています。さらに、授業時間外での自己練習もサポートできるようにしています。 

 

学修成果と評価 

学修成果の評価は、本学の「人間力」教育の目的に沿って、「人間力」を構成する個別の

能力や知識・技能を身につけることができたかを測ることで行います。具体的には、授業

科目ごとにシラバスにおいて養うべき力、到達目標、成績評価の方法と割合、基準等を明

記し、客観的に学修成果を測り、評価できるようにしています。筆記試験のほか、論文・

レポート、作品、実技、口述等、各科目の特性に応じた評価方法を用いて、多角的に学修



 

成果を測り、評価します。 

また、2年間の学びの集大成として、卒業作品展を開催し、作品による学修成果を発表する

機会を設け、取り組み課題を含めた総合的な評価を行っています。 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：履修の手引き等の刊行物の配布及び大阪成

蹊短期大学ホームページ等） 

https://tandai.osaka-seikei.jp/department/cooking/policy/ 

（概要） 

本学科では、食の領域において豊かな食生活を探求し、フードサービス業界で活躍できる

「人間力」を備えた人材を育成します。「調理コース」では、調理に関する幅広い知識と

高い技術を持ち、料理を通じて人に幸せを届けることのできる調理師を育成します。また、

「製菓コース」では、製菓に関する幅広い知識と高い技術を持ち、製菓を通じて人に幸せ

を届けることのできるパティシエ等の製菓のプロフェッショナルを育成します。「フード

コーディネートコース」では、おもてなしの心（ホスピタリティ）を持ち、調理や菓子、

メニュー開発、接客サービス、食空間の演出など「食」に関する幅広い知識と技術を身に

つけたプロフェッショナルを育成します。 

以上の各コースの学びをとおして、フードサービス業界で活躍できる「人間力」を備えた

人材を育成することを教育目的としています。 

 

入学者に求めるもの 

本学科では、入学後の教育を踏まえ、以下のような人の入学を求めています。 

１．関心・意欲 

（１）大阪成蹊短期大学の建学の精神とそれに基づく教育目的を理解し、「人間力」を備

えた人に成長しようという意欲を持っている。 

（２）食分野に興味・関心があり、熱意と向上心を持って取り組み、社会に貢献したいと

いう意欲を持っている。 

２．知識・技能 

（３）高等学校で履修する教科について、内容を理解し、基本的な知識を身につけている。 

（４）食に関わる経験に基づいた知識や技能を身につけている。 

３．思考・判断・表現 

（５）他者の意図を適切に理解し、自分の考えを表現することができる。 

（６）食を巡る様々な人々や営みについて、自分なりの考えを持つことができる。 

４．主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度 

（７）多様な人々とも協働しながら、主体的に学びを深めていこうという態度を身につけ

ている。 

 

 

学部等名 栄養学科 

教育研究上の目的（公表方法：履修の手引き等の刊行物の配布及び大阪成蹊短期大学

ホームページ等） 

https://tandai.osaka-seikei.jp/department/nutrition/policy/ 

（概要） 

大阪成蹊学園の建学の精神「桃李不言下自成蹊」および行動指針「忠恕」に基づき、本学

科は、栄養士に求められる知識（栄養学・食品学・解剖生理学などの専門知識）と技能（調

理技術・伝達力・食品成分の分析などの専門技能）を修得し、栄養の領域において人々の

健康で快適な食生活をサポートできる「人間力」を備えた人材を育成することを教育目的

としています。 

卒業又は修了の認定に関する方針（公表方法：履修の手引き等の刊行物の配布及び大

阪成蹊短期大学ホームページ等） 

https://tandai.osaka-seikei.jp/department/nutrition/policy/ 



 

（概要） 

2 年間の学修をとおして、卒業要件単位を取得し、以下に示す「確かな専門性」、「社会で

実践する力」、「協働できる素養」、「忠恕の心」を身につけた学生に対し、社会で活躍で

きる「人間力」を備えたものとして短期大学士の学位を授与します。特に短期大学士には、

専門性の高い職業で活躍するための専門分野の確かな知識や技能、実践力が求められます。

また、知識や技能だけでなく、社会人、専門職業人として活躍するための、自ら課題を発

見し、解決していこうとする姿勢や、様々な人と協力して物事に取り組むことのできる素

養を必要とします。 

 

確かな専門性 

１．食により人々の健康をサポートする専門家に必要な知識と技能を修得している。 

２．専門の知識と技能を活かした職業観を身につけている。 

 

社会で実践する力 

３．専門知識と技能を実践に活かし自ら課題解決を行うための思考力・判断力を身につけ

ている。 

４．課題解決のために、探求心を持って、積極的に行動できる。 

５．専門職に必要な知識と技能を磨き続ける向上心を持ち、次のステップをめざすことが

できる。 

 

協働できる素養 

６．周りの人と協力してものを作り上げることができる。 

７．集団の中で責任感を持って、自分の役割を果たすことができる。 

 

忠恕の心 

８．他者の意見や考え方を理解するように努め、思いやりの心を持って行動することがで

きる。 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法：履修の手引き等の刊行物の配布及

び大阪成蹊短期大学ホームページ等） 

https://tandai.osaka-seikei.jp/department/nutrition/policy/ 

（概要） 

教育目的に掲げる「人間力」を備えた人材を育成するために、系統的な教育課程を編成し

ています。本学科卒業生には栄養士という専門性の高い職業で活躍する力が求められます

ので、実践力を高められるように様々な実験・実習や演習科目を展開しています。また、

授業の形式を問わず全ての科目で「アクティブラーニング」を展開し、教育効果を最大限

に高められるようにしています。学修成果と評価については、授業科目ごとにシラバスに、

養うべき力、到達目標、成績評価の観点と方法、尺度を明記し、学修成果を客観的に測り、

評価できるようにしています。 

 

教育課程の編成 

本学の教育課程は、「共通科目」、「学科科目」の 2つの科目群で構成されています。 

「共通科目」では、2年間の学びの基礎となる初年次教育を行う科目、語学力を身につける

科目、幅広い教養を身につける科目、キャリア教育を行う科目など、専門的な学びを支え、

「人間力」の基礎を身につけられる科目から編成しています。 

「学科科目」では、講義や演習、実習をバランスよく配置し、系統的な教育課程の編成を

行っています。人の栄養を支える専門職業人に求められる確かな専門性を身につけられる

よう教育課程を編成しています。栄養の専門家に求められる基本的な知識・技能を修得す

る科目群から、身につけた知識と技能を、実践をとおして確かな力にする科目群、さらに

栄養に関する専門知識を人に伝えられるよう、実際の給食現場での実習など応用力を養う

科目群を配置しています。単なる栄養に関する知識の修得に留まることなく、コンピュー

タを使った情報収集や媒体作成、栄養価計算といった実務的な能力を身につけられるよう



 

にします。また、「理論と実践の融合」と「体験による職業意識の向上と定着」を重視し

ており、実習や演習をとおして、技能を磨き、実践力を高められるように配当年次や授業

科目を設定しています。学外での給食管理校外実習など、職業現場で実践力を高め、職業

理解を深める授業も充実しています。2 回生の最後には、栄養士実力認定試験での知識の

定着を計るとともに、2 年間の学びの集大成として、卒業作品、卒業論文（レポート）、卒

業発表で、学修成果を発揮することができるようにしています。そのほか、様々な資格取

得や検定合格をめざす教育プログラムを設定することで、興味や関心、進路に応じて学生

の成長をサポートできるようにしています。 

 

教育方法の特色 

本学の授業は「講義」、「演習」、「実験・実習」から構成されており、全ての授業におい

て「アクティブラーニング」を展開しています。「講義」では、教員のみが言葉を発す、

一方向的な授業とならないよう、双方向のやり取りを重視した授業を実施しています。学

生が自分の考えを話す機会、学生同士で意見を交換する機会等を十分に確保し、主体的な

学修が行えるよう授業を実施しています。「演習」「実験・実習」では、グループで課題

に取り組み、役割を分担し、協力して作業を進めることで、協働する力や実践力を養いま

す。また、「給食管理校外実習」など学外に出て、社会の人々との関わりの中で学びを深

めていく授業や学びの専門性と密接に関連する職業現場で実践力を高めていく授業を展開

しています。「栄養基礎演習」や「栄養総合演習」など、学修の成果を振り返りながら、

成長を実感したり、課題を明らかにしたりできる授業も展開しています。いずれの授業に

おいても、一人ひとりの学修状況を丁寧に把握しながら、きめ細かな指導を行っています。 

 

学修成果と評価 

学修成果の評価は、本学の「人間力」教育の目的に沿って、「人間力」を構成する個別の

能力や知識・技能を身につけることができたかを測ることで行います。具体的には、授業

科目ごとにシラバスにおいて養うべき力、到達目標、成績評価の方法と割合、基準等を明

記し、客観的に学修成果を測り、評価できるようにしています。筆記試験のほか、論文・

レポート、作品、実技、口述等、各科目の特性に応じた評価方法を用いて、多角的に学修

成果を測り、評価します。 

また、本学科では、2年間の学びの集大成として卒業作品、卒業論文（レポート）、卒業発

表で、学修成果を発揮することができるようにしています。 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：履修の手引き等の刊行物の配布及び大阪成

蹊短期大学ホームページ等） 

https://tandai.osaka-seikei.jp/department/nutrition/policy/ 

（概要） 

教育目的 

本学科では、栄養士に求められる知識（栄養学・食品学・解剖生理学などの専門知識）と

技能（調理技術・伝達力・食品成分の分析などの専門技能）を修得し、栄養の領域におい

て人々の健康で快適な食生活をサポートできる「人間力」を備えた人材を育成することを

教育目的としています。 

 

入学者に求めるもの 

本学科では、入学後の教育を踏まえ、以下のような人の入学を求めています。 

 

１．関心・意欲 

（１）大阪成蹊短期大学の建学の精神とそれに基づく教育目的を理解し、「人間力」を備

えた人に成長しようという意欲を持っている。 

（２）食や健康に関心を持ち、栄養の専門家になりたいという意欲を持っている。 

２．知識・技能 

（３）高等学校で履修する教科について、内容を理解し、基本的な知識を身につけている。 

（４）食や健康に関わる経験に基づいた知識や技能を身につけている。 



 

３．思考・判断・表現 

（５）他者の意図を適切に理解し、自分の考えを表現することができる。 

（６）食や健康を巡る様々な人々や営みについて、自分なりの考えを持つことができる。 

４．主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度 

（７）多様な人々とも協働しながら、主体的に学びを深めていこうという態度を身につけ

ている。 

 

 

学部等名 幼児教育学科 

教育研究上の目的（公表方法：履修の手引き等の刊行物の配布及び大阪成蹊短期大学

ホームページ等） 

https://tandai.osaka-seikei.jp/department/infant/policy/ 

（概要） 

大阪成蹊学園の建学の精神「桃李不言下自成蹊」および行動指針「忠恕」に基づき、本学

科は、教育・保育・福祉の現場における専門職として、未来を創る子どもたちの育ちや保

護者による子育て、社会全体による子育てを支え、援助するための確かな専門知識・技能、

実践力ならびに専門職倫理を修得し、周りの人と協働しながら自己の役割を果たすことの

できる「人間力」を備えた人材を育成することを教育目的としています。 

卒業又は修了の認定に関する方針（公表方法：履修の手引き等の刊行物の配布及び大

阪成蹊短期大学ホームページ等） 

https://tandai.osaka-seikei.jp/department/infant/policy/） 

（概要） 

2 年間の学修をとおして、卒業要件単位を取得し、以下に示す「確かな専門性」、「社会で

実践する力」、「協働できる素養」、「忠恕の心」を身につけた学生に対し、社会で活躍で

きる「人間力」を備えたものとして短期大学士の学位を授与します。特に短期大学士には、

専門性の高い職業で活躍するための専門分野の確かな知識や技能、実践力が求められます。

また、知識や技能だけでなく、社会人、専門職業人として活躍するための、自ら課題を発

見し、解決していこうとする姿勢や、様々な人と協力して物事に取り組むことのできる素

養を必要とします。 

 

確かな専門性 

１．教育・保育・福祉専門職としての職務を遂行することのできる専門知識・技能および

基本的な実践力を身につけている。 

２．教育・保育・福祉専門職としての職務内容や責任と倫理を理解している。 

３．人間形成力をもつ児童文化財に関する幅広い教養や探究心をもっている。 

４．子どもの生命、発育・発達、人間形成や子育てのあり方に影響を及ぼす環境への幅広

い関心をもっている。 

 

社会で実践する力 

５．実践を通して、自己の課題を明らかにするとともに客観的な視点を養い、自らの人間

性や専門性を高めるための努力や課題解決に向けた行動をすることができる。 

６．他者からの助言や指導を素直に受け止め、自己の成長につなげていこうとする意欲や

行動力をもっている。 

 

協働できる素養 

７．他者の意見やアドバイスに耳を傾ける姿勢をもち、独善的にならず、協調性や柔軟性

をもって、課題解決に向けて周りの人と協力することができる。 

８．集団やチームの中で、率先して自らの役割を見つけ、与えられた役割を責任をもって

果たすことができる。 

 



 

忠恕の心 

９．誠実、公平、受容的態度で人と接し、他者の意見や主張を丁寧に聴き、他者の立場に

立って物事を考えることができる。 

 

10．他者の人格やプライバシーを尊重しつつ、他者理解を深めるための積極的な関わりが

できる。 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法：公表方法：履修の手引き等の刊行

物の配布及び大阪成蹊短期大学ホームページ等） 

https://tandai.osaka-seikei.jp/department/infant/policy/ 

（概要） 

教育目的に掲げる「人間力」を備えた人材を育成するために、系統的な教育課程を編成し

ています。本学卒業生には専門性の高い職業で活躍する力が求められますので、実践力を

高められるように様々な実習や演習科目を展開しています。また、授業の形式を問わず全

ての科目でアクティブラーニング授業を展開し、教育効果を最大限に高められるようにし

ています。学修成果と評価については、授業科目ごとにシラバスに、養うべき力、到達目

標、成績評価の観点と方法、尺度を明記し、学修成果を客観的に測り、評価できるように

しています。 

 

教育課程の編成 

本学の教育課程は、「共通科目」、「学科科目」の 2つの科目群で構成されています。 

「共通科目」では、2年間の学びへの導入教育（初年次教育）科目ならびに本学科で取得す

る国家資格を活かしたキャリア形成について考える科目のほか、21世紀のグローバルな知

識基盤社会において、とくに教育・保育・福祉の現場で活躍できる専門職業人として求め

られる語学力、幅広い教養、健やかな心身、人権意識を養うための科目群を配置していま

す。 

「学科科目」では、教育・保育・福祉の現場で専門職として活躍することのできる力を養

成し、国家資格（幼稚園教諭二種免許ならびに保育士資格）や各種資格（社会福祉主事任

用資格、こども音楽療育士資格、認定絵本士資格、認定ベビーシッター資格）を取得する

ことが可能な教育課程を編成しています。教育・保育・福祉専門職として求められる専門

知識・技能、実践力や専門職倫理を身につけ、また、学修した専門知識・技能を活用しな

がら、自己の関心領域を総合的・実践的・協働的に追究し、生涯学び続ける姿勢や周りの

人と協働できる素養を高めます。また、「理論と実践の融合」と「体験による職業意識の

向上と定着」を重視しており、教育・保育・福祉の現場での実習や演習をとおして、各専

門分野における専門知識・技能を磨き、実践力を高められるように配当年次や授業科目を

設定しています。 

 

教育方法の特色 

本学の授業は「講義」、「演習」、「実験・実習」から構成されており、全ての授業におい

て「アクティブラーニング」を展開しています。 

教員のみが言葉を発す、一方向的な授業とならないよう、双方向のやり取りを重視した授

業を実施しています。教室内でのグループワーク、プレゼンテーション、パフォーマンス、

ロールプレイ、ディスカッション、ディベート等により、学生と教員ならびに学生同士の

間に双方向的な学びが展開できる授業を行っています。また、特に実習では、教育・保育・

福祉現場での基礎的実践を通して、子どもたちとの関わりの中で、自己の課題を発見し、

さらに保育者としての資質を高めるための気づきや学びを深めていきます。実習後には、

課題を解決するための方法や理論を学び、さらなる実践力を養います。学修の成果を振り

返りながら、成長を実感したり、課題を明らかにしたりできる授業も展開しています。い

ずれの授業においても、一人ひとりの学修状況を丁寧に把握しながら、きめ細かな指導を

行っています。 

 

 



 

学修成果と評価 

学修成果の評価は、本学の「人間力」教育の目的に沿って、「人間力」を構成する個別の

能力や知識・技能を身につけることができたかを測ることで行います。具体的には、授業

科目ごとにシラバスにおいて養うべき力、到達目標、成績評価の方法と割合、基準等を明

記し、客観的に学修成果を測り、評価できるようにしています。筆記試験のほか、論文・

レポート、作品、実技、口述等、各科目の特性に応じた評価方法を用いて、多角的に学修

成果を測り、評価します。 

教育実習、保育実習では、現場の指導教員による評価も踏まえながら、教育・保育・福祉

の総合的な実践力を評価できるようにしています。また、2 年間の学びの集大成として、卒

業作品、卒業論文（レポート）、卒業発表で、学修成果を発揮することができるようにし

ています。 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：履修の手引き等の刊行物の配布及び大阪成

蹊短期大学ホームページ等） 

https://tandai.osaka-seikei.jp/department/infant/policy/ 

（概要） 

教育目的 

本学科では、教育・保育・福祉の現場における専門職として、未来を創る子どもたちの育

ちや保護者による子育て、社会全体による子育てを支え、援助するための確かな専門知識・

技能、実践力ならびに専門職倫理を修得し、周りの人と協働しながら自己の役割を果たす

ことのできる人間力を備えた人材を育成することを教育目的としています。 

 

入学者に求めるもの 

本学科では、入学後の教育を踏まえ、以下のような人の入学を求めています。 

１．関心・意欲 

（１）大阪成蹊短期大学の建学の精神とそれに基づく教育目的を理解し、「人間力」を備

えた人に成長しようという意欲を持っている。 

（２）子どもの発育・発達、人間形成に実践的にかかわることに関心を持ち、将来、教育・

保育・福祉分野の専門職として社会に貢献しようという意欲を持っている。 

２．知識・技能 

（３）高等学校で履修する教科について、内容を理解し、基本的な知識を身につけている。 

（４）子どもの教育・保育・福祉に活かすことのできる経験（授業やクラブ、ボランティ

ア活動など）に基づいた知識や技能（音楽・造形・身体・言葉などの表現）の基礎を身に

つけている。 

３．思考・判断・表現 

（５）他者の意図を適切に理解し、自分の考えを表現することができる。 

（６）子どもに関わる問題について、自分なりの考えを持つことができる。 

４．主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度 

（７）多様な人々とも協働しながら、主体的に学びを深めていこうという態度を身につけ

ている。 

 

 

学部等名 観光学科 

教育研究上の目的（公表方法：履修の手引き等の刊行物の配布及び大阪成蹊短期大学

ホームページ等） 

https://tandai.osaka-seikei.jp/department/tourism/policy/ 



 

（概要） 

大阪成蹊学園の建学の精神「桃李不言下自成蹊」および行動指針「忠恕」に基づき、本学

科は、観光ビジネスを理解し、これからの観光・ツーリズムの推進を担う、ホスピタリテ

ィ・サービス精神、コミュニケーション能力、実務力を持ち、「人間力」を備えた人材を

育成することを教育目的としています。 

卒業又は修了の認定に関する方針（公表方法：履修の手引き等の刊行物の配布及び大

阪成蹊短期大学ホームページ等） 

https://tandai.osaka-seikei.jp/department/tourism/policy/ 

（概要） 

2 年間の学修をとおして、卒業要件単位を取得し、以下に示す「確かな専門性」、「社会で

実践する力」、「協働できる素養」、「忠恕の心」を身につけた学生に対し、社会で活躍で

きる「人間力」を備えたものとして短期大学士の学位を授与します。特に短期大学士には、

専門性の高い職業で活躍するための専門分野の確かな知識や技能、実践力が求められます。

また、知識や技能だけでなく、社会人、専門職業人として活躍するための、自ら課題を発

見し、解決していこうとする姿勢や、様々な人と協力して物事に取り組むことのできる素

養を必要とします。 

 

確かな専門性 

１．観光学の専門知識（歴史、文化、社会、経済、経営等）と宿泊、旅行、運輸、接客等に

関する実務能力や情報処理の専門技能を身につけている。 

２．観光関連及び一般企業における実務能力や顧客に対するホスピタリティ、サービスを

理解し、心のこもった対応力を身につけている。 

３．産学連携・地域連携などに参加し、地域経済の活性化や課題解決に取り組む力を身に

つけている。 

４．従来のマスメディア及びインターネット関連のメディアに関与し、それらを活用でき

る。 

５．英語の専門知識や実用英会話の能力を身につけている。 

 

社会で実践する力 

６．社会で自立した人間として生きていくことができるように、自分で考え、問題を発見

し、解決することができる。 

７．観光産業をはじめ広く企業、自治体等で活躍できるコミュニケーション能力、社会人

としてのマナーを身につけている。 

８．ビジネス実務における諸活動（営業、販売管理等）を遂行するのに必要な知識と技能、

ならびに自己のキャリアをデザインできる能力を身につけている。 

 

協働できる素養 

９．地域社会や職場において協力して仕事ができるコミュニケーション能力、自分で考え

る力、プレゼンテーション能力、協調性を身につけている。 

 

忠恕の心 

10．他者の意見や考え方を理解するように努め、思いやりの心を持って行動することがで

きる。 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法：履修の手引き等の刊行物の配布及

び大阪成蹊短期大学ホームページ等） 

https://tandai.osaka-seikei.jp/department/tourism/policy/ 

（概要） 

教育目的に掲げる「人間力」を備えた人材を育成するために、系統的な教育課程を編成し

ています。本学卒業生には専門性の高い職業で活躍する力が求められますので、実践力を



 

高められるように様々な実習や演習科目を展開しています。また、授業の形式を問わず全

ての科目で「アクティブラーニング」を展開し、教育効果を最大限に高められるようにし

ています。学修成果と評価については、授業科目ごとにシラバスに、養うべき力、到達目

標、成績評価の観点と方法、尺度を明記し、学修成果を客観的に測り、評価できるように

しています。 

 

教育課程の編成 

本学の教育課程は、「共通科目」、「学科科目」の 2つの科目群で構成されています。 

「共通科目」では、2年間の学びの基礎となる初年次教育を行う科目、語学力を身につける

科目、幅広い教養を身につける科目、ホスピタリティ精神を育む科目、キャリア教育を行

う科目など、専門的な学びを支え、「人間力」の基礎を身につけられる科目で編成されて

います。 

「学科科目」では、講義、演習、実習をバランスよく配置し、観光の主要テーマを理解す

るため、観光行動、需要、文化、地理、事業を系統的、段階的に学べるよう教育課程を編

成しています。特に社会で必要とされる知識・技能の修得のため、英語、中国語、韓国語

などの語学力や、旅行業務取扱管理者試験、ホテル・マネジメント技能検定、観光実務士、

秘書士などの資格取得にもつながる専門技能やサービスの実務で求められる接遇マナーを

身につける科目、職業上の適性・能力を培うキャリア教育科目や職業体験となるインター

ンシップを配置しています。実習や演習では、ホテル研修、海外語学研修、海外留学、フ

ィールドワーク、地域文化体験、まち歩き、旅行企画、観光調査、地域・企業研究などに

取り組み、プレゼンテーション能力、コミュニケーション能力などの向上を図りながら、

着実に専門性を深めていき、その学修成果を学内外で発表することのできる機会を設けて

います。特に短期大学における卒業論文の取り組みは特色ある試みで、2 年間の学修をと

おして企画力、実践力、政策立案などの能力を養うことができます。 

 

教育方法の特色 

本学の授業は「講義」、「演習」、「実習」から構成されています。講義系科目では、教員

の一方向的な授業とならないよう、また学生の主体的、協働的学修により「人間力」を育

成するための「アクティブラーニング」（双方向授業）を推進し、学生が自分の考えを話

す機会、学生同士で意見を交換する機会等を十分に確保しています。例えば「講義」では、

グループワークやディスカッション、「演習」では、英会話、航空予約、国内・海外地理、

フィールドワーク、産学連携による企業研究があります。「実習」ではホテル研修、海外

語学研修、海外文化研修、短期留学、インターンシッププログラムなどを行い、主体的、

協働的な学修によって、社会で活きる実践力や課題解決力を身につけられるようにしてい

ます。このように、グループやペアで協力しながら課題に取り組んだり、学外に出て、社

会の人々との関わりの中で学びを深めていく授業、学びの専門性と密接に関連する職業現

場で実践力を高めていく授業、学修の成果を振り返りながら、成長を実感したり、課題を

明らかにしたりできる授業を展開しています。いずれの授業においても、一人ひとりの学

修状況を丁寧に把握しながら、きめ細かな指導を行っています。 

 

学修成果と評価 

学修成果の評価は、本学の「人間力」教育の目的に沿って、「人間力」を構成する個別の

能力や知識・技能を身につけることができたかを測ることで行います。具体的には、授業

科目ごとにシラバスにおいて養うべき力、到達目標、成績評価の方法と割合、基準等を明

記し、客観的に学修成果を測り、評価できるようにしています。筆記試験のほか、論文・

レポート、作品、実技、口述等、各科目の特性に応じた評価方法を用いて、多角的に学修

成果を測り、評価します。 

また、2年間の学びの集大成として、卒業研究では、観光および観光に関連する課題に取り

組み、卒業論文（レポート）としてまとめて、学修の成果を発揮することができるように

しています。 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：履修の手引き等の刊行物の配布及び大阪成



 

蹊短期大学ホームページ等） 

https://tandai.osaka-seikei.jp/department/tourism/policy/ 

（概要） 

教育目的 

本学科は、観光ビジネスを理解し、これからの観光・ツーリズムの推進を担う、ホスピタ

リティ・サービス精神、コミュニケーション能力、実務力を持ち、「人間力」を備えた人

材を育成することを教育目的としています。 

 

入学者に求めるもの 

本学科では、入学後の教育を踏まえ、以下のような人の入学を求めています。 

１．関心・意欲 

（１）大阪成蹊短期大学の建学の精神とそれに基づく教育目的を理解し、「人間力」を備

えた人に成長しようという意欲を持っている。 

（２）日本国内および世界の観光等に関心を持ち、観光産業（宿泊、旅行、運輸、ブライ

ダル等）や関連産業（サービス・販売等）で働きたいという意欲を持っている。 

２．知識・技能 

（３）高等学校で履修する教科について、内容を理解し、基本的な知識を身につけている。 

（４）観光に関して自らの体験や伝聞に基づく知識を身につけている。 

３．思考・判断・表現 

（５）他者の意図を適切に理解し、自分の考えを表現することができる。 

（６）観光に関する体験や現象について、自分なりの考えを持つことができる。 

４．主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度 

（７）多様な人々とも協働しながら、主体的に学びを深めていこうという態度を身につけ

ている。 

 

 

学部等名 グローバルコミュニケーション学科 

教育研究上の目的（公表方法：履修の手引き等の刊行物の配布及び大阪成蹊短期大学

ホームページ等） 

https://tandai.osaka-seikei.jp/department/global/policy/ 

（概要） 

大阪成蹊学園の建学の精神「桃李不言下自成蹊」および行動指針「忠恕」に基づき、本学

科は、言語・音声・身体・視覚に関する表現方法と幅広い教養を修め、新しい時代を切り

拓く斬新な発想力・発信力、豊かなコミュニケーション力を持ち、グローバルに活躍でき

る「人間力」を備えた人材を育成することを教育目的としています。 

卒業又は修了の認定に関する方針（公表方法：履修の手引き等の刊行物の配布及び大

阪成蹊短期大学ホームページ等） 

https://tandai.osaka-seikei.jp/department/global/policy/ 

（概要） 

2 年間の学修をとおして、卒業要件単位を取得し、以下に示す「確かな専門性」、「社会で

実践する力」、「協働できる素養」、「忠恕の精神」を身につけた学生に対し、社会で活躍

できる「人間力」を備えたものとして短期大学士の学位を授与します。特に短期大学士に

は、専門性の高い職業で活躍するための特定分野の確かな知識や技能、実践力が求められ

ます。また、知識や技能だけでなく、社会人、専門職業人として活躍するための、自ら課

題を発見し、解決していこうとする姿勢や、様々な人と協力して物事に取り組むことので

きる素養を必要とします。 

 

確かな専門性 

１．表現文化全般に精通し、他者と力を合わせ、互恵的な価値を共創できる専門性を備え



 

る。具体的には、以下に掲げる事項につき、一つ以上を修得する。 

（１）国語・日本語・日本文化についての専門的な知識・技能を身につけている。 

（２）英語・英会話・国際社会についての専門的な知識・技能を身につけている。 

（３）音声・音楽（発声法、朗読、ナレーション、オーディオドラマ等）についての専門

的な知識・技能を身につけている。 

（４）舞台パフォーマンスを通じた身体表現についての専門的な知識・技能を身につけて

いる。 

 

社会で実践する力 

２．何事にも好奇心を持ち、生涯を通じて自ら主体的に学ぶことができる。 

３．変化の激しいグローバル社会を生き抜くための情報収集力・論理的分析力・発信力を

身につけている。 

４．人間に対する深い理解に通じ、問題を整理・解決し、新たな価値を創造することがで

きる。 

 

協働できる素養 

５．確かな言語力と表現力に基づき、異なる価値観を持つ人たちと協働することができる。 

６．世の中と自己を関連づけ、広く社会や人々に対して働きかけることができる。 

 

忠恕の心 

７．他者の意見や考え方を理解するように努め、思いやりの心を持って行動することがで

きる。 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法：履修の手引き等の刊行物の配布及

び大阪成蹊短期大学ホームページ等） 

https://tandai.osaka-seikei.jp/department/global/policy/ 

（概要） 

教育目的に掲げる「人間力」を備えた人材を育成するために、系統的な教育課程を編成し

ています。本学卒業生には専門性の高い職業で活躍する力が求められますので、実践力を

高められるように様々な実習や演習科目を展開しています。また、授業の形式を問わず全

ての科目で「アクティブラーニング」を展開し、教育効果を最大限に高められるようにし

ています。学修成果と評価については、授業科目ごとにシラバスに、養うべき力、到達目

標、成績評価の観点と方法、尺度を明記し、学修成果を客観的に測り、評価できるように

しています。 

 

教育課程の編成 

本学の教育課程は、「共通科目」、「学科科目」の 2つの科目群で構成されています。 

「共通科目」では、2年間の学びの基礎となる初年次教育を行う科目、語学力を身につける

科目、幅広い教養を身につける科目、キャリア教育を行う科目など、専門的な学びを支え、

「人間力」の基礎を身につけられる科目から編成しています。 

「学科科目」では、国語・日本語・日本文化・英語・英会話・国際社会、音声・音楽、舞台

パフォーマンスに関わる多様な授業科目が用意されています。一つ以上の領域を中心に据

えながら、自身の関心に沿って柔軟に学びをデザインしていくことができます。また就職・

進学を支援するためのキャリアプランニングの科目も充実しています。小学校英語指導者

資格や司書に関する科目も用意されており、2 年間で所定の単位を修得することによって

免許を取得することができます。そのほか、様々な資格取得にも積極的に挑戦できるよう

な教育課程とサポート体制を整えています。 

 

教育方法の特色 

本学科の授業は「講義」と「演習」から構成され、全ての授業において「アクティブラー

ニング」を展開しています。「講義」では、教員からの一方向的な知識の伝達ではなく、

教員と学生、学生同士の双方向のやり取りを重視した授業を展開し、知識や考える力、コ



 

ミュニケーション力などを身につけられるようにしています。「演習」では、体の一部や

全身を動かしながら、発音、発声、舞台パフォーマンスなどに取り組むほか、パソコンや

ペンタブレットを使った描画やデザインに取り組みます。また仲間と協力しながら課題に

取り組む授業や、学びの専門性と密接に関連する職業現場で実践力を高めていく授業など

も展開しています。学修の成果を振り返りながら、成長を実感したり、課題を明らかにし

たりできる授業も展開しています。いずれの授業においても、一人ひとりの学修状況を丁

寧に把握しながら、きめ細かな指導を行っています。 

 

学修成果と評価 

学修成果の評価は、本学の「人間力」教育の目的に沿って、「人間力」を構成する個別の

能力や知識・技能を身につけることができたかを測ることで行います。具体的には、授業

科目ごとにシラバスにて養うべき力、到達目標、成績評価の方法と割合、基準等を明記し、

客観的に学修成果を測り、評価できるようにしています。筆記試験のほか、論文・レポー

ト、作品、実技、口述等、各科目の特性に応じた評価方法を用いて、多角的に学修成果を

測り、評価します。 

また、2年間の学びの集大成として、卒業研究では、国内外の文化や表現に関する課題に取

り組み、卒業論文（レポート）としてまとめて、学修成果を発揮することができるように

しています。 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：履修の手引き等の刊行物の配布及び大阪成蹊

短期大学ホームページ等） 

https://tandai.osaka-seikei.jp/department/global/policy/ 

（概要） 

教育目的 

本学科では、言語・音声・身体・視覚に関する表現方法と幅広い教養を修め、新しい時代

を切り拓く斬新な発想力、表現力、コミュニケーション力を持ち、グローバルに活躍でき

る「人間力」を備えた人材を育成することを教育目的としています。 

 

入学者に求めるもの 

本学科では、入学後の教育を踏まえ、以下のような人の入学を求めています。 

１．関心・意欲 

（１）大阪成蹊短期大学の建学の精神とそれに基づく教育目的を理解し、「人間力」を備

えた人に成長しようという意欲を持っている。 

（２）言語・音声・身体・視覚に関する表現に関心を持ち、コミュニケーション力を磨い

て世の中に貢献しようという意欲を持っている。 

２．知識・技能 

（３）高等学校で履修する教科について、内容を理解し、基本的な知識を身につけている。 

（４）様々な表現方法や文化について自らの体験に基づく知識や技能を身につけている。 

３．思考・判断・表現 

（５）他者の意図を適切に理解し、自分の考えを表現することができる。 

（６）多様な表現方法や文化について、自分なりの考えを持つことができる。 

４．主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度 

（７）多様な人々とも協働しながら、主体的に学びを深めていこうという態度を身につけ

ている。 

 

 

学部等名 経営会計学科 

教育研究上の目的（公表方法：履修の手引き等の刊行物の配布及び大阪成蹊短期大学

ホームページ等） 

https://tandai.osaka-seikei.jp/department/business/policy/ 



 

（概要） 

大阪成蹊学園の建学の精神「桃李不言下自成蹊」および行動指針「忠恕」に基づき、本学

科は、ビジネス社会を構成する一員として社会を支えることができる、社会人基礎力と実

践的なビジネス実務能力を身につけ、円滑な人間関係を築ける心豊かな「人間力」を備え

た人材を育成することを教育目的としています。 

卒業又は修了の認定に関する方針（公表方法：履修の手引き等の刊行物の配布及び大

阪成蹊短期大学ホームページ等） 

https://tandai.osaka-seikei.jp/department/business/policy/ 

（概要） 

2 年間の学修をとおして、卒業要件単位を取得し、以下に示す「確かな専門性」、「社会で

実践する力」、「協働できる素養」、「忠恕の心」を身につけた学生に対し、社会で活躍で

きる「人間力」を備えたものとして短期大学士の学位を授与します。特に短期大学士には、

専門性の高い職業で活躍するための専門分野の確かな知識や技能、実践力が求められます。

また、知識や技能だけでなく、社会人、専門職業人として活躍するための、自ら課題を発

見し、解決していこうとする姿勢や、様々な人と協力して物事に取り組むことのできる素

養を必要とします。 

 

確かな専門性 

１．ビジネス文書作成のための基本的な情報処理の知識や技能を身につけている。 

２．財務データの集計、表計算のための基本的な情報処理の知識や技能を身につけている。 

３．金融機関、一般企業、医療機関で必要となる基本的なマナーの知識や技能を身につけ

ている。 

 

また、各コースで身につける知識と技能は以下のとおりです。 

・経営会計コース 

企業経営に必要となる、経営、マーケティング、経営戦略、簿記、会計、ならびに関連法

規（会社法、税法）の基本的な知識を身につけている。 

一般事務・経理事務等で活用されている会計ソフトの基本的な知識と技能を身につけてい

る。 

・医療事務コース 

医療機関の診療報酬請求業務や医師事務作業補助業務に必要となる基礎医学、薬学、医療

保険制度、医療関連法規の基本的な知識を身につけている。 

診療報酬明細書や電子カルテ作成に必要となる情報処理の知識と技能を身につけている。 

 

社会で実践する力 

４．経営や会計、医療事務に関する専門性を活かして、現状を分析して課題を発見し、課

題解決に向けたプロセスを考えることができる。 

５．新たな物事に積極的に取り組むことができる。 

６．失敗や課題にもめげずに、最後までやり遂げることができる。 

 

協働できる素養 

７．担当する分野の先輩や後輩をはじめ、関係者との対話を通して協力して仕事に当たる

ことができる。 

８．所属している組織やプロジェクトチームの中で、自分の役割を理解して、その責務を

果たすことができる。 

 

忠恕の心 

９．他者の意見や考え方を理解するように努め、思いやりの心を持って行動することがで

きる。 

 



 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法：履修の手引き等の刊行物の配布及

び大阪成蹊短期大学ホームページ等） 

https://tandai.osaka-seikei.jp/department/business/policy/ 

（概要） 

教育目的に掲げる「人間力」を備えた人材を育成するために、系統的な教育課程を編成し

ています。本学卒業生には専門性の高い職業で活躍する力が求められますので、実践力を

高められるように様々な実習や演習科目を展開しています。また、授業の形式を問わず全

ての科目で「アクティブラーニング」を展開し、教育効果を最大限に高められるようにし

ています。学修成果と評価については、授業科目ごとにシラバスに、養うべき力、到達目

標、成績評価の観点と方法、尺度を明記し、学修成果を客観的に測り、評価できるように

しています。 

 

教育課程の編成 

本学の教育課程は、「共通科目」、「学科科目」の 2つの科目群で構成されています。 

「共通科目」では、2年間の学びの基礎となる初年次教育を行う科目、語学力を身につける

科目、幅広い教養を身につける科目、キャリア教育を行う科目など、専門的な学びを支え、

「人間力」の基礎を身につけられる科目から編成しています。 

「学科科目」では、ビジネス実務及び医療事務のいずれにも必須の経営・会計・情報処理・

マナー等の基礎知識・技能を修得するための科目群を配置し、経営会計系科目及び医療事

務系科目では、各コースの専門領域に関する以下の科目群を編成しています。 

経営会計系科目では、企業経営や金融機関、一般企業等での経理・事務処理に必要となる

専門領域での知識（経営、マーケティング、経営戦略、簿記、会計、ならびに関連法規（会

社法、税法））や、ビジネス文書作成、財務データの集計、表計算、会計ソフト活用等に

必要な情報処理の技能を修得するための科目群を配置しています。医療事務系科目では、

医療事務業務等において必要となる専門領域での知識（受付・窓口業務、診療報酬請求業

務、病棟での事務業務、医師事務作業代行業務、基礎医学、薬学、医療保険制度、医事関

連法規等）と医事コンピュータ活用に必要な情報処理の技能を修得するための科目群を配

置しています。 

多様な演習を繰り返しながら、銀行などの金融機関や一般企業の経理・事務処理に必要な

知識・技能や実践力を育成します。 

 

教育方法の特色 

本学の授業は「講義」、「演習」、「実験・実習」から構成されており、全ての授業におい

て「アクティブラーニング」を展開しています。「講義」では、教員の一方向的な授業で

はなく、教員と学生、学生同士の双方向のやり取りを重視した授業を展開し、基礎となる

知識や考え方を身につけられるようにしています。 

「演習」では、グループやペアで協力しながら課題に取り組む授業や、学外に出て、社会

の人々との関わりの中で学びを深め、学びの専門性と密接に関連する職業現場での実践力

を高める授業を展開しています。さらに、学科のいずれの授業においても、一人ひとりの

学修状況を丁寧に把握しながら、きめ細かな指導を行い、学修ポートフォリオ等を活用し

て、自分の成長を実感できるような授業を展開しています。 

 

学修成果と評価 

学修成果の評価は、本学の「人間力」教育の目的に沿って、「人間力」を構成する個別の

能力や知識・技能を身につけることができたかを測ることで行います。具体的には、授業

科目ごとにシラバスにおいて養うべき力、到達目標、成績評価の方法と割合、基準等を明

記し、客観的に学修成果を測り、評価できるようにしています。筆記試験のほか、論文・

レポート、作品、実技、口述等、各科目の特性に応じた評価方法を用いて、多角的に学修

成果を測り、評価します。 

また、2年間の学びの集大成として、卒業研究では、経営や会計、保険制度や医療事務に関

する課題に取り組み、卒業論文（レポート）としてまとめて、学修成果を発揮することが



 

できるようにしています。 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：履修の手引き等の刊行物の配布及び大阪成蹊

短期大学ホームページ等） 

https://tandai.osaka-seikei.jp/department/business/policy/ 

（概要） 

教育目的 

本学科は、ビジネス社会を構成する一員として社会を支えることができる、社会人基礎力

と実践的なビジネス実務能力を身につけ、円滑な人間関係を築ける心豊かな「人間力」を

備えた人材を育成することを教育目的としています。 

 

入学者に求めるもの 

本学科では、入学後の教育を踏まえ、以下のような人の入学を求めています。 

１．関心・意欲 

（１）大阪成蹊短期大学の建学の精神とそれに基づく教育目的を理解し、「人間力」を備

えた人に成長しようという意欲を持っている。 

（２）会社の経営や会計、情報処理、ビジネスマナーについて関心をもち、ビジネス実務

能力を身につけ社会を支えたいという意欲を持っている。 

（３）医療機関の医療事務に関心をもち、医療現場、チーム医療を支えていきたいという

意欲を持っている。 

２．知識・技能 

（４）高等学校で履修する教科について、内容を理解し、基本的な知識を身につけている。 

（５）現代の社会に関する基本的な知識を身につけている。 

３．思考・判断・表現 

（６）他者の意図を適切に理解し、自分の考えを表現することができる。 

（７）社会の出来事や問題について、自分なりの考えを持つことができる。 

４．主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度 

（８）多様な人々とも協働しながら、主体的に学びを深めていこうという態度を身につけ

ている。 

 

 

②教育研究上の基本組織に関すること 
公表方法：大阪成蹊短期大学ホームページ上の「大学紹介」「組織図」内で公表。

https://tandai.osaka-seikei.jp/introduction/organization/ 

 

  



 

③教員組織、教員の数並びに各教員が有する学位及び業績に関すること 

a.教員数（本務者） 

学部等の組織の名称 
学長・ 

副学長 
教授 准教授 講師 助教 

助手 

その他 
計 

－ 2人 － 2人 

生活デザイン学科 － 3人 0人 3人 0人 0人 6人 

調理・製菓学科 － 3人 4人 1人 0人 0人 8人 

栄養学科 － 3人 3人 0人 0人 0人 6人 

幼児教育学科 － 3人 7人 5人 4人 0人 19人 

観光学科 － 1人 1人 1人 0人 0人 3人 

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科 － 2人 0人 0人 0人 0人 2人 

経営会計学科 － 2人 1人 0人 0人 0人 3人 

b.教員数（兼務者） 

学長・副学長 学長・副学長以外の教員 計 

 

0人 117人 117人 

各教員の有する学位及び業績 
（教員データベース等） 

公表方法：インターネットにより公表 

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科： 

https://tandai.osaka-seikei.jp/department/global/teacher/ 

観光学科： 

https://tandai.osaka-seikei.jp/department/tourism/teacher/ 

栄養学科： 

https://tandai.osaka-seikei.jp/department/nutrition/teacher/ 

経営会計学科： 

https://tandai.osaka-seikei.jp/department/business/teacher/ 

幼児教育学科： 

https://tandai.osaka-seikei.jp/department/infant/teacher/ 

調理・製菓学科： 

https://tandai.osaka-seikei.jp/department/cooking/teacher/ 

生活デザイン学科： 

https://tandai.osaka-seikei.jp/department/design/teacher/ 

c.ＦＤ（ファカルティ・ディベロップメント）の状況（任意記載事項） 

大阪成蹊短期大学では、FD 委員会を設け、教員の資質の維持向上に努めている。委

員会は、各学科の学科長及び各学科から選出した委員により構成されている。なお、そ

の他に本学では、全学的な教学改革を推進することを目的とする教学改革会議を開催

しており（令和元年度実績：全 11回開催、令和 2年度実績：全 10回開催、令和 3年度

実績：全 8回開催、令和 4年度実績：全 14回開催、令和 5年度実績：全 12回開催、令

和 6年度実績：全 7回開催。構成員：理事長・総長、学長、副学長、学科長、コース主

任等の専任教員、高等教育研究所研究員及び幹部職員等）、『全学的なアクティブラーニ

ングの指針』、『シラバスの一層の充実』、『適切な成績評価の実施』など 18のプロジェ

クトを立ち上げ、教学改革を推進する中で、各プロジェクトが中心となって教員の資質

を高める研修を開催している。 

 

令和 6年度における FD研修会の開催・出席状況 

令和 6 年度は全 6 回開催しており、専任教員全員が研修を終えている。対面で開催

する場合、欠席者は個別にビデオ研修を受け、報告書提出でもって出席に代える場合が

ある。 

 



 

＜FD研修会＞ 

・第 1回（令和 6年 4月 25日（※対面）） 

「パーソナル・ブランド・マネジメント 

全学科における今年度の重点的な取組について」 

・第 2回（令和 6年 9月 19日（※対面）） 

「今年度のプロジェクトの取り組みとアクティブラーニング型授業の基本形」 

・第 3回（令和 6年 9月 24日（※オンデマンド）） 

「授業評価アンケートの分析結果と今後の授業改善対策」 

「成績評価ガイドラインの適切な理解とルーブリックの活用方法」 

・第 4回（令和 6年 12月 9日（※オンデマンド）） 

「2025 年度シラバス作成とシラバスの活用について」 

・第 5回（令和 7年 2月 27日（※対面）） 

「令和 5年度 学外連携 PBL授業の実施成果報告と次年度に向けて」 

・第 6回（令和 7年 3月 27日（※対面）） 

「インターンシップ制度の充実」 
 

 

④入学者の数、収容定員及び在学する学生の数、卒業又は修了した者の数並びに

進学者数及び就職者数その他進学及び就職等の状況に関すること 
a.入学者の数、収容定員、在学する学生の数等 

学部等名 
入学定員 

（a） 

入学者数 

（b） 

b/a 収容定員 

（c） 

在学生数 

（d） 

d/c 編入学 

定員 

編入学 

者数 

生活デザイン学科 60人 66人 110.0％ 120人 111人 92.5％ 0人 0人 

調理・製菓学科 100人 76人 76.0％ 200人 149人 74.5％ 0人 0人 

栄養学科 40人 47人 117.5％ 110人 80人 72.7％ 0人 0人 

幼児教育学科 100人 90人 90.0％ 250人 211人 84.4％ 0人 0人 

観光学科 0人 0人 0％ 60人 43人 71.7％ 0人 0人 

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科 0人 0人 0％ 20人 7人 35.0％ 0人 0人 

経営会計学科 70人 50人 71.4％ 140人 101人 72.1％ 0人 0人 

合計 370人 329人 88.9％ 900人 702人 78.0% 0人 0人 

（備考） 

 

 

 

b.卒業者数・修了者数、進学者数、就職者数 

学部等名 

 

卒業者数・修了

者数 
進学者数 

就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

生活デザイン学科 
26人 

（100％） 

3人 

（  11.5％） 

19人 

（  73.1％） 

4人 

（  15.4％） 

調理・製菓学科 
96人 

（100％） 

3人 

（  3.1％） 

90人 

（  93.8％） 

3人 

（  3.1％） 

栄養学科 
71人 

（100％） 

2人 

（  2.8％） 

67人 

（  94.4％） 

2人 

（  2.8％） 

幼児教育学科 
146人 

（100％） 

7人 

（  4.8％） 

138人 

（  94.5％） 

1人 

（  0.7％） 



 

観光学科 
53人 

（100％） 

2人 

（  3.8％） 

51人 

（  96.2％） 

0人 

（  0％） 

グロバルコミュニ

ケーション学科 

17人 

（100％） 

4人 

（  23.5％） 

13人 

（  76.5％） 

0人 

（  0％） 

経営会計学科 
60人 

（100％） 

1人 

（  1.7％） 

58人 

（  96.7％） 

1人 

（  1.7％） 

合計 
469人 

（100％） 

22人 

（  4.7％） 

436人 

（  93.0％） 

11人 

（  2.3％） 

（主な進学先・就職先）（任意記載事項） 

＜幼児教育学科＞ 

大阪成蹊短期大学附属 こみち幼稚園、箕面自由学園幼稚園、天王学園   幼稚園型認定こども園 天王

学園幼稚園、桃林会、つつみ会、こばと会、みおつくし福祉会、路交館、大阪市 保育士、茨木市 保育

士、吹田市 保育士 

＜栄養学科＞ 

山崎製パン㈱、シダックス㈱、テスティパルグループ、日清医療食品㈱、㈱メフォス、㈱グリーンハウ

ス、エームサービス㈱、㈱LEOC、魚国総本社、一富士フードザービス、 

＜調理・製菓学科＞ 

帝国ホテル、ホテルオークラ神戸、はり清、ロイヤルホテル、ヒルトン大阪、本家たん熊、スイスホテル

南海大阪、ウェスティンホテル大阪、大和果園、シャトレーゼ、エーデルワイス、デリチュース 

＜生活デザイン学科＞ 

ラルフローレン合同会社、ユナイテッドアローズ、アダストリア、アーバンリサーチ、サマンサタバサジ

ャパンリミテッド、マルニジャパン、合同会社ＰＶＨジャパン、シップス、マッシュホールディングス、 

パルグループホールディングス 

＜観光学科＞ 

エイチ・アイ・エス、ロイヤルホテル、ミリアルリゾートホテルズ、ANA関西空港、JALナビア、日本ト

ラフィックサービス、JR東海リテイリング・プラス、阪急電鉄、キッザニア甲子園、志摩スペイン村 

＜経営会計学科＞ 

リンテック、アインホールディングス、京都銀行、大阪シティ信用金庫、エム・ユー・センターサービス

大阪、東京海上日動パートナーズかんさい、日産大阪販売、パナソニック、菱電エレベータ施設、ニチレ

イ・ロジスティクス関西 

＜グロバルコミュニケーション学科＞ 

エディオン、スタジオアリス、愛眼、北大阪急行電鉄、セイハネットワーク、パルグループホールディン

グス、ホテルグランヴィア京都 

（備考） 

 

 

c.修業年限期間内に卒業又は修了する学生の割合、留年者数、中途退学者数（任意記載

事項） 

学部等名 

 

入学者数 
修業年限期間内 

卒業・修了者数 
留年者数 中途退学者数 その他 

 
人 

（100％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

 
人 

（100％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

合計 
人 

（100％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

（備考） 

 

 

 



 

⑤授業科目、授業の方法及び内容並びに年間の授業の計画に関すること 
（概要） 

（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

中央教育審議会の答申や政策的な提言を含めて、本学のディプロマ・ポリシーとの関連性も踏

まえつつ、学生にとって分かりやすいシラバスの作成に努め、授業の質や教育成果について、

常に検証を行っている。 

令和元（2019）年度には、シラバス作成にあたっての留意点や作成例を充実させ、定期試験

の扱いに関する注意を新たに徹底した。令和 2（2020）年度には、90分授業から 100分授業へ

と移行し、すべてのシラバスに対し、授業計画を改めて見直した。また、チェック機能を更に

強化するため、シラバス作成の手引き最終ページにセルフチェックリストを追加した。令和 3

（2021）年度には、個別シラバスに関する優秀学生の意見を聴取し、学生にとって分かりやす

いシラバスの特徴をまとめ FD 研修会で説明した。また、シラバスチェックの工程を見直し、

スプレッドシート上にシラバスを貼り付け、点検作業の効率を高めた。令和 4（2022）年度に

は、学生のシラバス利用促進のために継続的な調査を行うこととし、シラバス利用実態を経年

調査する態勢を整えた。また、FD 研修会では、学生からの意見聴取結果を示し、各教員へシ

ラバス利用促進の方策を提示した。それから「シラバスの手引き」における不明瞭な点を改定

し、新入生に向けてはシラバス説明資料を作成し、各学科オリエンテーションにて説明しても

らうこととした。令和 5 年(2023)度には、学生生活調査を行い学生のシラバス利用に関するデ

ータを取得し各学科教員にて分析を行った。また、「シラバス作成の手引き」の冊子の決定版

を発行し次年度以降の運用に向け、PDF をホームページ上に置きペーパーレス化を図った。 

学生と担当教員の間で、当該科目における学修イメージを事前に共有することの出来る分か

りやすいシラバスを作成している。記載項目の充実や各教員の記載方法の工夫を図るととも

に、科目区分ごとのシラバスチェック体制を充実させ、複数の教員の視点を踏まえて作成する

ことにより、シラバスの質向上を図っている。令和 6年(2024)度には、学生生活調査と授業

評価アンケートの結果からシラバス関連データを抽出するとともに、授業内でのシラバ

ス活用事例を収集した。FD 研修会にて収集したデータや活用の優良事例について報告す

るだけではなく、教員の更なるシラバスの活用を促すため、ガイダンスにおいてシラバス

の説明をするよう依頼を行った。また学生に配付するオリエンテーションの資料にシラ

バスの活用に関する項目を追加し、全学科にて周知を行った。 

 

＜シラバスの作成・公表時期＞ 

（1）作成時期 12 月～2月 

（2）公表時期 3月 

 

＜シラバスの作成過程＞ 

（1）授業担当教員はブラウザ上から学生ポータルシステムに教員アカウントでログインし、

シラバス入力を行う。（～1 月末） 

（2）シラバスチェック者へ ID と PW を配付し、ブラウザ上で確認を行う。チェックリストに

基づき 1 次チェックを実施する。（2月～） 

（3）授業担当教員は 1次チェック結果を受け取り、修正を行う。（～2 月下旬） 

（4）2次チェック担当教員がブラウザ上で 2次チェックを実施する。（～2月末） 

 

＜シラバス記載項目＞ 

①授業概要 ②実務経験のある教員による授業科目 ③養うべき力と到達目標 

④学外連携学修 ⑤授業方法（アクティブラーニングを促す方法について） 

⑥課題や取組に対する評価・振り返り ⑦成績評価（評価方法・割合・基準等）  

⑧使用教科書 ⑨参考文献等 ⑩履修上の注意・備考・メッセージ 

⑪オフィスアワー・授業外での質問の方法 

⑫授業計画（タイトル・授業内容・授業外学修課題・目安の時間） 

⑬アクティブラーニング推進計画 



 

⑥学修の成果に係る評価及び卒業又は修了の認定に当たっての基準に関すること 
（概要） 

本学では、学生の学修成果の獲得状況を客観的に数値化して比較するために GPA 制

度を導入し、学生の学修状況の把握・分析、学修・履修指導への活用、成績優秀者への

表彰等に活用している。学生に対しては、履修オリエンテーションにおいて、GPA制度

の目的や GPA の算出方法、活用方法等を周知している。また、期末毎に配布される成績

表に単位修得数とともに GPAを表記して、フィードバックしている。 

成績の分布状況の把握にあたっては、半期ごとに、全授業の成績評価分布のデータを

分析して、成績評価の現状と課題を検証している。検証結果をもとに、成績評価に著し

い偏りの見られる教員への改善指導や、ルーブリックの活用の推進を図り、公正で客観

的な成績評価の実施に努めている。 

 

 成績の評語、点数及びグレードポイント（GP）は次表のとおり定めている。 

区分 成績の評語 点数 GP 

合格 

秀 100点～90点 4 

優 89点～80点 3 

良 79点～70点 2 

可 69点～60点 1 

不合格 
不可 59点以下 

0 
評価を行わない 「－」 

 

 

GPAは、次の式により計算し、小数点以下第二位の値を四捨五入する。 

GPA=  （当該科目の単位数×該当学期の履修科目の GP）の総和  

          当該学期の履修科目の総単位数 

 

短期大学全体の卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）を下記のとおり

定め、本学の建学の精神「桃李不言下自成蹊」を体現する「人間力」のある人材として、

卒業の認定に際して「何ができるようになっているか」を明確に示している。また、短

期大学全体の卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）に掲げる育成する人

材像と構成要件を備えた、学科別の卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）

を策定している。 

各授業のシラバスで示す「養うべき力と到達目標」は、卒業認定・学位授与の方針（デ

ィプロマ・ポリシー）に掲げる各要素と対応しており、到達目標の達成度を、同じくシ

ラバスに明示する成績評価方法、割合、基準等に基づいて、適切に評価して単位を認定

している。 

卒業要件となる単位数は、学則第 32 条において「共通科目 12 単位以上、学科科目

（自由科目 6単位を含む）50単位以上合計 62単位以上を修得しなければならない」と

定めている。 

2年生後期の成績評価終了後、速やかに卒業判定教授会を開催し、各学生の単位の修

得状況が卒業要件を満たしているかにつき確認し、卒業判定を行っている。 

 

＜学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）＞ 

概要 

 ２年間の学修をとおして、卒業要件単位を取得し、以下に示す「確かな専門性」、「社

会で実践する力」、「協働できる素養」、「忠恕の心」を身につけた学生に対し、社会

で活躍できる「人間力」を備えたものと認め、短期大学士の学位を授与します。短期大

学士には、専門性の高い職業で活躍するための専門分野の確かな知識や技能、実践力が



 

求められます。また、知識や技能だけでなく、社会人、専門職業人として活躍する 

ための、自ら課題を発見し解決していこうとする姿勢や、様々な人と協力して物事に取

り組むことのできる素養を必要とします。 

 

確かな専門性 

１．確かな専門性を磨くための幅広い教養やスキルを身につけている。 

２．各専門領域における確かな知識・技能、職業理解を身につけている。 

３．各専門領域における知識・技能を実践の中で発揮することができる。 

 

社会で実践する力 

４．専門性を活かし、課題を明らかにすることができる。（課題発見） 

５．豊かな発想力によって、課題の解決に向けた計画を立てることができる。 

（企画・立案） 

６．主体性を持ち、積極的に行動することができる。（行動・実践） 

７．困難な課題にも挑み、解決に向け行動することができる。（完遂） 

 

協働できる素養 

８．他者との関係のなかで、学びあうためのコミュニケーション能力を有している。 

９．目的の遂行に向けて他者と協力し、取り組むことができる。 

 

忠恕の心 

１０．他者の意見や考え方を理解するように努め、思いやりの心を持って行動すること 

ができる。 

学部名 学科名 
卒業又は修了に必

要となる単位数 

ＧＰＡ制度の採用 

（任意記載事項） 

履修単位の登録上限 

（任意記載事項） 

 

生活デザイン学科 62単位 ○有 ・無 25単位 

調理・製菓学科 62単位 ○有 ・無 25単位 

栄養学科 62単位 ○有 ・無 25単位 

幼児教育学科 62単位 ○有 ・無 25単位 

観光学科 62単位 ○有 ・無 25単位 

グローバル 

コミュニケーション学科 
62単位 ○有 ・無 25単位 

経営会計学科 62単位 ○有 ・無 25単位 

ＧＰＡの活用状況（任意記載事項） 

公表方法： 

本学では GPA制度をより実質化するため、次の 9項目において

GPAを活用しています。 

 

（１）成績優秀者表彰 

2年生については各学科の 2年間の通算 GPA上位者で、他の学

生の模範となる学修態度を有している者から 1 名ずつに学長賞

を授与します。また 1 年生については、当該年度の GPA 上位者

で、他の学生の模範となる学修態度を有している者から各学科

で 2名ずつに優秀賞、優良賞を授与します。 

 

（２）インターンシップ、実習等の参加要件 

企業へのインターンシップや学外での実習等に参加するため

の要件として通算 GPAの上位 70％をその目安に設けます。ただ

し、各学科の特性に応じて、対象となる科目及び目安となる GPA

を設けることがあります。なお、教育実習や保育実習、その他資

格の取得要件となる科目には GPAの目安を設けません。 



 

 

（３）履修単位数の上限を超えた履修 

資格取得に要する科目以外で、履修単位数の上限を超えた履修

を認める際の要件として、通算 GPAの上位 10％をその目安に設

けます。 

 

（４）成績不振者への学修指導 

単位取得の有無ではなく取得単位の質を問い、成績不振者に対

して、アドバイザー教員が学修状況に関する面談を行なうこと

として、通算 GPAの下位 20％をその目安に設けます。 

 

（５）休学・退学勧告 

学修状況、出席状況、その他の生活状況を総合的に勘案し、就

学意欲の著しい低下等の理由により学修の継続が困難であると

判断される場合には、休学や退学を勧告することがあります。

当該勧告の際に勘案する学修状況として、通算 GPA が 1.0 未満

であることをその目安に設けます。 

 

（６）ゼミ配属 

一部のゼミに希望が集中したとき等に、選抜要件の一つとして

GPAを考慮します。 

 

（７）奨学金の推薦 

奨学金の要綱に定めがある場合にはその数値に準じ、定めの無

い場合には通算 GPAの上位 50％を推薦の際の目安とします。 

 

 

（８）授業料の減免 

「併設高校生対象授業料減免（スカラシップ）制度」において、

「授業料免除Ⅱ」に該当する学生（2年次以降も授業料の半額を

減免する学生）の 2 年次以降の減免の判定に際しては、学修状

況、出席状況、その他の生活状況を総合的に勘案します。当該判

定の際に勘案する学修状況として、前年度に履修した科目の GPA

が上位 20％であることをその目安に設けます。 

 

（９）教員採用試験等の学内推薦者の選抜 

教員採用試験等の学内推薦者を選考する際に、通算 GPAの上位

30%をその目安に設けます。 

 

学生の学修状況に係る参考情報 

（任意記載事項） 

公表方法： 

大阪成蹊短期大学ホームページ「情報公開」内の各種データに

て公表。 

https://tandai.osaka-seikei.jp/disclosure/ 

 

 

⑦校地、校舎等の施設及び設備その他の学生の教育研究環境に関すること 
公表方法：大阪成蹊短期大学ホームページ「大学紹介」「キャンパスライフ・学生支

援」内にて公表。また、冊子「キャンパスガイドブック」の配布等にて公表。 

https://tandai.osaka-seikei.jp/introduction/campus/ 

https://tandai.osaka-seikei.jp/life/facility/ 



 

⑧授業料、入学金その他の大学等が徴収する費用に関すること 

学部名 学科名 
授業料 

（年間） 
入学金 その他 備考（任意記載事項） 

 

生活デザイン学科 1,020,000円 250,000円 30,000円 
休学中の在籍料： 

年額 30,000円(月額 2,500円) 

調理・製菓学科 1,020,000円 250,000円 30,000円 
休学中の在籍料： 

年額 30,000円(月額 2,500円) 

栄養学科   1,020,000円 250,000円 30,000円 
休学中の在籍料： 

年額 30,000円(月額 2,500円) 

幼児教育学科 1,040,000円 250,000円 60,000円 

教育充実費：30,000円 

休学中の在籍料： 

年額 30,000円(月額 2,500円) 

観光学科 1,000,000円 250,000円 30,000円 
休学中の在籍料： 

年額 30,000円(月額 2,500円) 

グローバルコミュ

ニケーション学科 
960,000円 250,000円 30,000円 

休学中の在籍料： 

年額 30,000円(月額 2,500円) 

経営会計学科 980,000円 250,000円 30,000円 
休学中の在籍料： 

年額 30,000円(月額 2,500円) 

 

 

⑨大学等が行う学生の修学、進路選択及び心身の健康等に係る支援に関すること 
a.学生の修学に係る支援に関する取組 

（概要） 

１．学生支援センター「なんでも相談窓口」の設置 

 多様な問題を抱え、修学に不安を感じている学生が相談しやすいよう、「なんでも相談窓

口」を設けている。 

 

２．学生委員会の設置 

 短期大学における退学者縮減を主題として、様々な具体策を講じている。 

 

３．アドバイザー制度に基づく教職員連携による学生支援 

 全ての学生にアドバイザー教員と学生支援課職員を配し、休学者も含めて学生一人ひとり

の状況把握に努めている。教職員連携により、学生個々人を見守りながら組織的な学生支

援を実施している。 

 

４．ポータルシステム導入による情報の共有化 

 毎週、全学生の授業出席状況をアドバイザー教員へ通知する等、学生情報の速やかな共有

を図っている。 

 

５．保証人との連携による取り組み 

 欠席調査結果の変化を見ながら、多欠席傾向の学生について本人や保証人へ連絡し、出席

奨励指導を実施している。 

b.進路選択に係る支援に関する取組 

（概要） 

１．「キャリアカウンセリング（進路・就職相談）」 

各学部・学科・コース担当の就職部スタッフが進路相談、履歴書添削、面接対策および練習

など進路・就職に関するサポートを実施しており、企業や各事業所との信頼関係や卒業生の

実績を活かした支援体制を構築している。加えて、プロのキャリアカウンセラーを配置、就

職活動全般をサポートしている。 

 

２．「就活サポートプログラム」 

就職活動に役立つ様々なサポートプログラムを実施している。就職ガイダンス、応募書類作



 

成、面接対策、グループディスカッション対策など多彩なプログラムを用意、企業・幼稚

園・保育園等の採用試験突破・内定獲得を後押ししている。 

 

３．「就職 WEB システム」 

大阪成蹊大学に届いた求人票を、学内および自宅のパソコンからも確認できる環境を整備し

ている。就職面談、学内合同企業説明会、学内個別企業説明会の WEB 予約にも活用してい

る。 

 

４．「キャリアデザインルーム」 

キャリアデザインルームは、本館１階・就職部カウンターに隣接しており、企業・保育園お

よび幼稚園・公務員・就職参考書籍の閲覧ができる。また、求人情報をインターネットで検

索できるようにパソコンも配置している。 

 

５．「大阪成蹊就職ガイドブック」 

就職活動を乗り切るための手引書として使用している。就職活動の準備が本格化するタイミ

ングに合わせて、学生に１冊ずつ配布している。 

 

６．「学内企業説明会」 

学内企業説明会は、企業の人事・採用担当者との直接対話を通して、その企業の事業内容や

職務内容を理解することを目的に、年間を通して合同および個別形式で開催している。会社

説明を聞くだけではなく、学生から積極的に質問ができるように少人数制セミナー形式で実

施している。毎年、様々な業界から大阪成蹊大学生を採用したいと考えている優良企業を多

数招致、内定獲得に結びつけている。 

 

７．「Interview Cube」 

 リモートによる就活へ対応するため、個別の就職相談会やオンライン面接練習等を実施し

ている。 

c.学生の心身の健康等に係る支援に関する取組 

（概要） 

１．学生支援センター「なんでも相談窓口」の設置 

入学オリエンテーション時、学生支援体制および「なんでも相談窓口」としての機能につ

いて具体的に説明している。学生支援課は、日常的に学生本人や保証人との面談や電話相

談を行い、個々の事情に応じて細やかな対応を実施している。 

 

２．学生相談（カウンセリング）室の設置 

誰かに話を聞いてほしいときや困りごとの相談をカウンセラー（臨床心理士・公認心理

師）がおこなっている。 

 

３．障がい学生支援室の設置 

大学生活や修学に何らかの配慮や支援が必要な場合、申し出に応じて問題点をともに考

え、解決策を提案している。 

 

４．教職員（アドバイザー、学生本部）の連携による支援 

学生の心身に関する異変や相談内容の記録については、学園の定める個人情報保護規則に

てらして情報を共有し、カウンセラーへも報告。すみやかに対応することで事態の悪化を

防止している。 

 

５．保証人との相互理解による支援 

保証人が安心して学生を就学させることができるよう、懸念があればすみやかに報告して

いる。 

 



 

６．保健センターの設置 

保健センターでは、学生生活を健康で安全に過すことができるよう、健康管理や健康増進に

ついて支援している。 

 

 

⑩教育研究活動等の状況についての情報の公表の方法 
公表方法：大学ホームページ上の下記 URLで公表 

１．大学の教育研究上の目的及び第百六十五条の二第一項の規定により定める方針（卒

業の認定に関する方針、教育課程の編成及び実施に関する方針、入学者の受入れに関

する方針）に関すること 

https://tandai.osaka-seikei.jp/introduction/policy/ 

 

２．教育研究上の基本組織に関すること 

 https://tandai.osaka-seikei.jp/introduction/organization/ 

 

３．教員組織、教員の数並びに各教員が有する学位及び業績に関すること 

https://tandai.osaka-seikei.jp/introduction/teacher/ 

https://tandai.osaka-seikei.jp/disclosure/ 

 

４．入学者の数、収容定員及び在学する学生の数、卒業又は修了した者の数並びに進学

者数及び就職者数その他進学及び就職等の状況に関すること 

 https://tandai.osaka-seikei.jp/disclosure/ 

 

５．授業科目、授業の方法及び内容並びに年間の授業の計画に関すること 

 https://tandai.osaka-seikei.jp/department/syllabus/ 

 

６．学修の成果に係る評価及び卒業又は修了の認定に当たっての基準に関すること 

 短期大学全体：https://tandai.osaka-seikei.jp/introduction/policy/ 

  生活デザイン学科：https://tandai.osaka-seikei.jp/department/design/policy/ 

 調理・製菓学科：https://tandai.osaka-seikei.jp/department/cooking/policy/ 

 栄養学科：https://tandai.osaka-seikei.jp/department/nutrition/policy/ 

幼児教育学科：https://tandai.osaka-seikei.jp/department/infant/policy/ 

 観光学科：https://tandai.osaka-seikei.jp/department/tourism/policy/ 

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科： 

https://tandai.osaka-seikei.jp/department/global/policy/ 

 経営会計学科：https://tandai.osaka-seikei.jp/department/business/policy/ 

 

７．校地、校舎等の施設及び設備その他の学生の教育研究環境に関すること 

https://tandai.osaka-seikei.jp/introduction/campus/ 

※その他、冊子「キャンパスガイドブック」の配布等にて公表 

 

８．授業料、入学料その他の大学が徴収する費用に関すること 

https://tandai.osaka-seikei.jp/disclosure/ 

※情報公開ページの「学則」にて公表 

 

https://osaka-seikei-nyushi.jp/nyushi-college/exam/college/expense.html 

※入試情報サイトにて公表 

 



 

９．大学が行う学生の修学、進路選択及び心身の健康等に係る支援に関すること 

https://tandai.osaka-seikei.jp/life/consultation/ 

大学案内、冊子「大阪成蹊キャリアサポート」の配付等にて公表 

 備考 この用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とする。 
 

 



（別紙）

※ この別紙は、更新確認申請書を提出する場合に提出すること。

※

１．前年度の授業料等減免対象者及び給付奨学生の数

※

※ 備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

合計（年間）

以下に掲げる人数を記載すべき全ての欄（合計欄を含む。）について、該当する人数が1人以上10人以下の場合には、
当該欄に「－」を記載すること。該当する人数が0人の場合には、「0人」と記載すること。

本表において、多子世帯とは大学等における修学の支援に関する法律（令和元年法律第８号）第４条第２項第
１号に掲げる授業料等減免対象者をいい、第Ⅰ区分、第Ⅱ区分、第Ⅲ区分、第Ⅳ区分（理工農）とは、それぞ
れ大学等における修学の支援に関する法律施行令（令和元年政令第４９号）第２条第１項第２号イ～ニに掲げ
る区分をいう。

年間

193人（　17　）人

後半期

177人（　17　）人

102人

-

学校名（〇〇大学 等）

設置者名（学校法人〇〇学園 等）

大阪成蹊短期大学

学校法人　大阪成蹊学園

前半期

支援対象者数
※括弧内は多子世帯の学生等（内数）

※家計急変による者を除く。
189人（　17　）人

115人第Ⅰ区分

学校コード（13桁） F227310108455

（備考）

46人 46人

内
訳

第Ⅲ区分 　　- 　　-

（うち多子世帯） （　　　13　　人） （　　 -   　　）

（うち多子世帯） （    　-　     ） （    　-　     ）

第Ⅱ区分

-第Ⅳ区分（多子世帯）

（うち多子世帯） （    　-　     ） （    　-　     ）

0人 0人

区分外（多子世帯） 0人 0人

第Ⅳ区分（理工農）

家計急変による
支援対象者（年間）

0人（　0　）人

193人（　17　）人



年間 前半期 後半期

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

３月以上の停学 0人

年間計 0人

上記の（２）のうち、学業成績が著しく不良であると認められる者であって、当該学業成績が著しく不良である
ことについて災害、傷病その他やむを得ない事由があると認められず、遡って認定の効力を失った者の数

右以外の大学等
短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専攻科を含む。）、
高等専門学校（認定専攻科を含む。）及び専門学校（修業年限が２
年以下のものに限る。）

人 0人 0人

人 - 0人

0人 0人

人 0人 0人

退学 0人

２．前年度に授業料等減免対象者としての認定の取消しを受けた者及び給付奨学生認定の取消しを受け
た者の数

（１）偽りその他不正の手段により授業料等減免又は学資支給金の支給を受けたことにより認定の取消
しを受けた者の数

（備考）

（備考）

修業年限で卒業又は修了できないことが確
定

修得単位数が「廃止」の基準に該当
（単位制によらない専門学校にあっては、履修科目の単
位時間数が廃止の基準に該当）

出席率が「廃止」の基準に該当又は学修意
欲が著しく低い状況

人 0人 0人

人 - 0人

「警告」の区分に連続して該当
※「停止」となった場合を除く。

（３）退学又は停学（期間の定めのないもの又は３月以上の期間のものに限る。）の処分を受けたこと
により認定の取消しを受けた者の数

計

人

（２）適格認定における学業成績の判定の結果、学業成績が廃止の区分に該当したことにより認定の取
消しを受けた者の数

短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専
攻科を含む。）、高等専門学校（認定専攻科を含
む。）及び専門学校（修業年限が２年以下のもの
に限る。）

右以外の大学等

後半期

年間 0人

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

前半期年間



※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

４．適格認定における学業成績の判定の結果、警告を受けた者の数

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

（２）適格認定における学業成績の判定の結果、停止を受けた者の数

右以外の大学等

短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専
攻科を含む。）、高等専門学校（認定専攻科を含
む。）及び専門学校（修業年限が２年以下のもの
に限る。）

年間 前半期 後半期

ＧＰＡ等が下位４分の１ 人 0人 17人

計 人 48人 31人

出席率が「警告」の基準に該当又は学修意
欲が低い状況

人 0人 0人

（備考）

修得単位数が「警告」の基準に該当
（単位制によらない専門学校にあっては、履修科目の単
位時間数が警告の基準に該当）

人 0人 -

ＧＰＡ等が下位４分の１ 人 48人 31人

右以外の大学等

短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専
攻科を含む。）、高等専門学校（認定専攻科を含
む。）及び専門学校（修業年限が２年以下のもの
に限る。）

年間 前半期 後半期

訓告 0人

年間計 0人

３．前年度に授業料等減免対象者としての認定の効力の停止を受けた者及び給付奨学生認定の効力の停
止を受けた者の数

３月未満の停学 0人

（備考）

（１）停学（３月未満の期間のものに限る。）又は訓告の処分を受けたことにより認定の効力の停止を
受けた者の数
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